
若者向け住宅支援を実施
特集　かみかわを知る
　―平成 26年度予算が決まりました―
神河町議会議員選挙　開票結果
平成 26年度　神河町消防団初出式・入退団式
職員の人事異動・新任職員の紹介

表 紙

　春の風物詩　砥峰高原山焼き
　４月 12日、春の訪れを告げる砥峰高原
の山焼きが行われました。
　約90ヘクタールに広がるススキの草原
を守るため、毎年雪解けの時期に行われます。
　勢いよく燃え上がる炎は約2，000人の観
客まで迫り、ステージイベントの迫力ある
和太鼓の演奏が美しい炎を盛り立てました。
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★若者向け住宅支援を実施★
①若者世帯への家賃補助
　　　　　　　　　（上限２万円）　　　

②新野駅前に４万円家賃住宅建設
　　　　（１２戸 : ２７年度～入居開始）

その他、給食費無料化に向けて、材料費
値上げ分・消費税引上分の公費対応、中
学生以下の医療費無料化も継続中です。

【賃貸住宅とは】
　　賃貸住宅とは、事業者・個人・行政
　が建設し、自ら管理する賃貸住宅とし
　ます（空き家等も含みます）。ただし親
　族が所有し、かつ居住する住宅を賃貸
　借する場合を除きます。

【補助する期間】
　補助する期間は以下のとおりとします。
　◦新婚世帯………………24 ヶ月
　◦子育て世帯……………60 ヶ月

【若者世帯とは】
　　若者世帯の定義は、神河町内に住民票を有す
　る世帯のうち、次のいずれかに該当する世帯と
　します。
１　新婚世帯…申込日現在において、夫婦の満年
　齢の合計が80歳未満で、婚姻届出後３年以内
　の世帯（再婚者含む。）であって、かつ、同居
　している世帯
２　子育て世帯…満15歳に到達して最初の３月
　31日（年度末）までの、生計を一にし同居す
　る子どもがいる世帯

申込み受付中！
【お問合せ・申込み】　神河町役場　地域振興課　地域振興係

〒 679-3116　兵庫県神崎郡神河町寺前 64
TEL：0790-34-0185 ／ FAX：0790-34-0691 ／ mail：tiiki_shinko@town.kamikawa.hyogo.jp

★平成２６年度　重要施策
●少子・高齢化は全国的課題ですが、　　
　２５年度の神河町における出生者　　
　数は転入含め４６名でした。
●喫緊の「人口対策」の第一弾として、　
　若者世帯を支援します。
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平
成
26
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

神
河
町
全
体
の
予
算
は
１
５
９
億
４
，
３
６
７
万
円

施
策
を
行
う
た
め
に
使
わ
れ
る
予

算
が
一
般
会
計
で
す
。
こ
れ
に
対

し
、
特
定
の
事
業
を
一
般
事
業
と
切

り
離
し
、
独
立
し
た
経
理
を
行
う
の

が
特
別
会
計
で
９
事
業
あ
り
ま
す
。

企
業
会
計
は
地
方
公
営
企
業
法
の

適
用
を
受
け
る
も
の
で
、
上
・
下
水

道
事
業
と
病
院
事
業
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
予
算
を
中
心

に
平
成
26
年
度
予
算
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

１　

一
般
会
計　

【 

歳　

入 

】　　

　

町
が
自
ら
徴
収
し
た
り
収
納

す
る
自
主
財
源
は
、
26
億
３
，

１
４
８
万
円
で
、
歳
入
全
体
の

31
・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
町
税
は
対
前
年
度
比
1.8
％
減

の
19
億
８
，
３
２
３
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
固
定
資
産
税
に

お
い
て
償
却
資
産
の
う
ち
大
河
内

水
力
発
電
所
分
が
年
々
減
少
し
て

い
る
の
が
要
因
と
な
り
、
町
税
全

体
と
し
て
は
減
収
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
見
て
、

今
後
も
町
税
収
入
の
増
加
は
望
め

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

事
業
実
施
に
伴
う
受
益
者
分
担

金
・
負
担
金
は
事
業
費
に
応
じ
て

計
上
し
、
使
用
料
・
手
数
料
、
諸

収
入
は
例
年
ベ
ー
ス
で
の
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

 

一
方
、
国
や
県
か
ら
受
け
る
補

助
金
や
交
付
金
は
依
存
財
源
と
し

て
68
・
５
％
を
占
め
、
57
億
１
，

３
１
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
標
準
的
な
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
る
よ
う
に
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
普
通
交
付
税
は
26
億
６
，

５
９
０
万
円
、
特
別
交
付
税
と

合
わ
せ
た
地
方
交
付
税
額
は

29
億
６
，
５
９
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

や
負
担
金
は
対
前
年
度
比
30
・

７
％
増
の
10
億
７
，
３
８
６
万

円
、
そ
し
て
町
が
建
設
事
業
や
臨

時
財
政
対
策
な
ど
に
充
て
る
た

め
の
借
入
金
で
あ
る
町
債
は
対

前
年
度
比
１
２
０
・
２
％
増
の

14
億
３
，
３
５
０
万
円
で
、
そ
の

う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
は
３
億
８
，

１
５
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
合
併
造
成
基
金
と
し
て

総
額
10
億
７
，
９
８
０
万
円
の

「
ま
ち
づ
く
り
基
金
」
の
積
立
を

26
年
度
と
27
年
度
の
２
年
間
で
合

併
特
例
債
を
活
用
し
て
行
う
た

め
、
26
年
度
分
と
し
て
５
億
１
，

２
９
０
万
円
の
合
併
特
例
債
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
財
源
不
足
を
賄

う
た
め
財
政
調
整
基
金
を
４
，

０
０
０
万
円
取
り
崩
し
て
い
ま
す
。

【 

歳　

出 

】　　

　

地
域
の
課
題
解
消
に
向
け
た
施

策
の
選
択
と
集
中
に
よ
り
予
算
を

配
分
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
減
ら
す
こ
と
が
難
し

い
と
さ
れ
る
義
務
的
経
費
（
人

件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
）
は

30
億
２
，
２
２
４
万
円
で
、
歳
出

全
体
の
36
・
２
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
人
件
費
は
、
特
別
職
（
町

長
・
副
町
長
・
教
育
長
）
の
報
酬

の
カ
ッ
ト
に
よ
る
減
額
の
継
続
及

び
、
退
職
等
に
よ
り
職
員
給
が
減

少
し
て
い
る
た
め
前
年
度
比
３
・

２
％
減
の
12
億
６
８
０
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
定
員
適
正

化
計
画
に
沿
い
定
員
・
給
与
の
適

正
化
を
引
き
続
き
着
実
に
実
行
し

て
い
き
ま
す
。
扶
助
費
は
福
祉
医

療
助
成
、
児
童
手
当
、
私
立
保
育

所
運
営
委
託
費
な
ど
が
減
額
し
て

お
り
前
年
度
比
4.3
％
減
の
６
億
６
，

７
１
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
で
借
り

入
れ
た
元
金
と
利
子
を
支
払
う
公

債
費
は
、
対
前
年
度
比
0.5
％
減
の

11
億
４
，
８
３
４
万
円
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
の
繰
上
償
還
等
の
効
果

に
よ
り
公
債
費
は
着
実
に
減
少
し

て
お
り
、
引
き
続
き
町
債
残
高
の

縮
減
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
経
費
で
は
、
物
件

費
と
し
て
行
政
全
般
に
係
る
電
算

シ
ス
テ
ム
関
連
経
費
、
各
施
設
の

維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
や
事
務

事
業
全
般
に
わ
た
る
諸
経
費
な
ど

を
12
億
７
，
３
９
７
万
円
計
上
し

て
い
ま
す
。
補
助
費
等
は
公
営
企

業
（
水
道
・
下
水
道
・
病
院
）
や

特集　かみかわを知る

平成 26 年度予算
総 額 159 億 4,367 万円
一 般 会 計 83 億 4,460 万円
特 別 会 計 29 億 9,457 万円
企 業 会 計 46 億   450 万円

　

平
成
26
年
度
の
神
河
町
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
13
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
の
総
額
は
対
前

年
度
比
７
・
１
％
増
の
１
５
９
億
４
，
３
６
７
万
円
で
、
こ
の
う
ち
一
般
会
計
は
対
前
年
度
比
14
・

２
％
増
の
83
億
４
，
４
６
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
予
算
は
、「
ハ
ー
ト
が
ふ
れ
あ
う
住
民
自
治
の
ま
ち
」
を
目
指
す
第
１
次
長
期
総
合
計
画

の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
基
づ
く
事
業
実
施
を
基
本
と
し
、
決
算
委
員
会
の
提
言
や
各
区
要
望

を
踏
ま
え
て
編
成
し
ま
し
た
。

神
河
町
の
予
算
の
概
要

　

町
の
予
算
は
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
企
業
会
計
の
３
つ
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
生
活
全
般
に
わ
た
る
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一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
な
ど

で
対
前
年
度
比
8.1
％
減
の
18
億
３
，

３
３
４
万
円
と
な
り
、
繰
出
金
は

各
特
別
会
計
の
事
業
運
営
経
費

と
し
て
対
前
年
度
比
8.6
％
増
の

４
億
９
，
９
１
８
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
投
資
的
経
費
は
、
区
要
望

事
業
へ
の
重
点
配
分
と
新
町
建
設

計
画
に
沿
い
合
併
特
例
債
事
業
を

年
次
的
計
画
に
よ
り
計
上
し
た
こ

と
と
、
定
住
促
進
対
策
と
し
て
の

住
宅
整
備
等
に
取
り
組
む
た
め
、

対
前
年
度
比
１
１
２
．
９
％
増
の

10
億
８
，
６
９
４
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
合
併
造
成
基
金
と
し
て

総
額
10
億
７
，
９
８
０
万
円
の

「
ま
ち
づ
く
り
基
金
」
の
積
立
を

26
年
度
と
27
年
度
の
２
年
間
で

行
う
た
め
、
26
年
度
分
と
し
て

５
億
３
，
９
９
０
万
円
の
積
立
金

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
本
年
度
以
降
も
円

滑
に
事
業
を
実
施
し
、
「
安
全
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
度
の
予
算
の
う
ち
「
区
要

望
事
業
」
に
つ
い
て
、
１
億
３
，

１
０
３
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

２　

特
別
会
計

　

各
事
業
と
も
収
支
の
均
衡
と
業

　

財
政
状
況

経
常
収
支
比
率

　

Ｈ
26
当
初
見
込
み　

93
・
９
％

　

Ｈ
25
当
初
見
込
み　

92
・
４
％

　

昨
年
度
当
初
と
比
較
し
て
み
る

と
、
人
件
費
・
扶
助
費
・
補
助
費

等
は
1.2
％
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

物
件
費
は
光
熱
水
費
の
値
上
げ
や

消
費
税
増
税
な
ど
に
よ
り
1.0
％
の

増
加
、
繰
出
金
は
介
護
保
険
と
後

期
高
齢
者
医
療
が
増
加
し
て
お
り

0.8
％
の
増
加
、
そ
し
て
新
た
に
病

院
事
業
会
計
補
助
金
を
補
助
金
と

平成 26 年度一般会計、特別会計および企業会計の当初予算額
（△はマイナス表示）

会　　計　　名 予　　算　　額 伸び率
一 般 会 計 83 億 4,460 万円   14.2％
特 別 会 計
介護療育支援事業 5,635 万円 6.9％
国民健康保険事業 12 億 8,122 万円 △  5.1％
後期高齢者医療事業 1 億 7,678 万円   9.5％
介 護 保 険 事 業 12 億 5,430 万円   9.1％
土 地 開 発 事 業 7,825 万円 △   3.2％
老人訪問看護事業 1 億　330 万円 △   6.8％
産業廃棄物処理事業 974 万円 3.2％
寺前地区振興基金 3,087 万円 2.2％
長谷地区振興基金 376 万円 △  0.9％

企 業 会 計
水 道 事 業 4 億 1,916 万円 20.6％
下 水 道 事 業 7 億 8,764 万円 28.7％
公立神崎総合病院事業 33 億 9,770 万円 △  7.6％

　 合 計 　 159 億 4,367 万円   7.1％
※企業会計の予算額は 3 条支出予定額

出
資
金
に
分
け
た
た
め
出
資
金
が

0.9
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
比
率
は
93
・
９
%
と

な
り
1.5
％
の
悪
化
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
経
常
収
入
が
増
加
す

る
見
込
み
が
な
い
た
め
、
更
な
る

歳
出
に
お
け
る
経
常
経
費
の
削
減

を
行
い
、
同
比
率
の
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

︽
経
常
収
支
比
率
と
は
︾

　

町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
よ

う
に
毎
年
決
ま
っ
て
収
入
で
き
る

お
金
（
経
常
収
入
）
の
う
ち
、
人

件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
な
ど
の

よ
う
に
必
ず
支
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
経
費
（
経
常
経
費
）
が
、

ど
れ
く
ら
い
の
割
合
か
を
示
す
指

標
で
財
政
の
弾
力
性
を
あ
ら
わ
し

て
い
ま
す
。
こ
の
数
値
が
低
い
ほ

ど
臨
時
的
・
突
発
的
な
支
出
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
、
高
い
ほ
ど

町
の
財
政
は
余
裕
が
な
い
と
言
え

ま
す
。
65
～
75
・
５
％
が
適
正
。

実
質
公
債
費
比
率

　

Ｈ
26
当
初
見
込
み　

17
・
１
％

　

Ｈ
25
当
初
見
込
み　

17
・
９
％

　

平
成
19
～
23
年
度
に
お
い
て
普

通
会
計
債
の
銀
行
等
資
金
の
繰
上

償
還
、
企
業
債
の
低
利
へ
の
借
換

を
行
っ
て
き
た
こ
と
と
、
償
還
期

間
が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

元
利
償
還
金
が
減
少
し
た
こ
と
か

ら
、実
質
公
債
費
比
率
は
17
・
１
％

の
見
込
み
と
な
り
昨
年
度
当
初
と

比
較
し
て
み
る
と
0.8
％
改
善
し
、

平
成
26
年
度
で
の
18
％
未
満
達
成

が
確
実
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
公
債
費
（
発
行
・
償
還
・
残
高
）

の
管
理
を
適
正
に
行
い
、
よ
り
一

層
の
同
比
率
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

︽
実
質
公
債
費
比
率
と
は
︾

　

町
の
規
模
に
ふ
さ
わ
し
い
標
準

的
な
一
般
財
源
の
規
模
の
こ
と
を

「
標
準
財
政
規
模
」
と
い
い
、
こ

れ
に
対
す
る
公
債
費
（
普
通
会
計

債
、
病
院
・
上
下
水
道
の
企
業
債
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
事
務

組
合
債
の
神
河
町
負
担
分
）
の
割

合
を
『
実
質
公
債
費
比
率
』
と
い

う
。
現
在
借
り
て
い
る
借
金
が
妥

当
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
数
値
。

こ
の
数
値
が
18
％
を
超
え
る
と
町

債
の
発
行
が
協
議
制
か
ら
国
・
県

の
許
可
制
と
な
り
、
25
％
に
な
る

と
町
債
の
発
行
が
制
限
さ
れ
「
財

政
健
全
化
団
体
（
早
期
健
全
化
段

階
）」
と
な
り
ま
す
。

務
運
営
の
合
理
化
・
効
率
化
を
図

り
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
土
地
開
発
事
業
特
別
会
計
に

お
け
る
「
し
ん
こ
う
タ
ウ
ン
」
第

３
期
分
譲
地
に
つ
い
て
は
、
早
期

の
完
売
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。

３　

企
業
会
計

　

各
事
業
と
も
経
営
健
全
化
計
画

を
着
実
に
実
行
し
、
経
営
の
健
全

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

特集　かみかわを知る
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使用料・手数料　2 億 3,494 万円（2.8％）

町税
19 億 8,323 万円

（23.8％）

分担金・負担金　6,230 万円（0.7％）
繰入金　1 億 1,764 万円（1.4％）

財産収入他　2,062 万円（0.3％）

地方交付税　
29 億 6,590 万円

（35.6％）

諸収入（その他）　1 億 9,275 万円（2.3％）
繰越金　2,000 万円（0.2％）

諸収入（受託事業費）　56 万円（0.0％）
国庫支出金　6 億 355 万円（7.2％）

町債　
　14 億 3,350 万円

　　　　　（17.2％）

県支出金　4 億 7,031 万円　（5.6％）
地方譲与税等交付金　2 億 3,930 万円（2.9％）

依存財源
57 億 1,312 万円（68.5％）

自主財源
26 億 3,148 万円（31.5％）

（単位：円）

目 的 別 性 質 別
議 会 費 7,725 人 件 費 98,178
総 務 費 125,633 物 件 費 103,643
民 生 費 105,763 維 持 補 修 費 452
衛 生 費 124,096 扶 助 費 54,271
農林水産業費 35,930 補 助 費 等 149,149
商 工 費 19,910 公 債 費 93,421
土 木 費 45,499 積 立 金 45,848
消 防 費 25,149 投資・出資・貸付金 4,458
教 育 費 95,329 繰 出 金 40,610
公 債 費 93,423 投 資 的 経 費 88,427
そ の 他 407 予 備 費 407

計 678,864 計 678,864

人件費
12 億 680 万円
　　　　（14.5％）

　公債費
11 億 4,834 万円
　　　（13.7％）

扶助費
6 億 6,710 万円
　（8.0％）

　物件費
12 億 7,397 万円
　　（15.3％）

補助費等　
18 億 3,334 万円

（22.0％）

維持補修費
　556 万円（0.1％）

予備費　500 万円
　　　　　　（0.0％）

積立金
5 億 6,357 万円

（6.7％）

繰出金
4 億 9,918 万円（6.0％）

投資的経費（補助）
7 億 2,267 万円（8.7％）

　

投資的経費（単独）
3 億 6,427 万円（4.4％）

投資出資金・
貸付金

5,480 万円（0.6％）

農林水産業費
4 億 4,166 万円（5.3％）

商工費
2 億 4,473 万円（2.9％）

土木費
5 億 5,927 万円（6.7％）

民生費
13 億 4 万円
（15.6％）

　衛生費
15 億 2,539 万円
　　（18.3％）

公債費　　
11 億 4,835 万円

　（13.8％）　教育費　　　
11 億 7,179 万円

　（14.0％）　　

消防費
3 億 913 万円
　　　（3.7％）

予備費
500 万円（0.1％）

議会費　9,496 万円（1.1％）諸支出金 0 万円（0.0％）

総務費
15 億 4,428 万円
　（18.5％）

任意的経費
53 億 2,236 万円（63.8％）

義務的経費
30 億 2,224 万円（36.2％）

一般会計における町民 1 人あたりの予算額は…

678,864 円となっています。
（平成 26 年 1 月 31 日現在の人口　12,292 人）

歳　入
総　額

83 億 4，460 万円

一般会計　歳入　総額 83 億 4，460 万円

目的別歳出
総　額

83 億 4，460 万円

性質別歳出
総　額

83 億 4，460 万円

一般会計　歳出　総額 83 億 4，460 万円
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一
般
会
計
の
具
体
的
施
策
に
つ
い
て

　
「
子
ど
も
た
ち
が
愛
情
に
ま
も
ら
れ

て
育
つ
ま
ち
づ
く
り
」

14
億
７
８
５
万
円

⑴　

少
子
高
齢
化
は
、留
ま
る
と
こ
ろ
な
く
、

合
併
時
１
３
，
０
７
７
名
で
あ
っ
た
人
口
も

昨
年
12
月
で
１
２
，
３
５
２
名
と
約
８
年
間

で
７
２
５
名
減
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
と
わ
が

町
の
活
力
は
失
わ
れ
、
町
存
亡
に
係
る
大
変

な
事
態
で
あ
り
ま
す
。
国
全
体
も
人
口
減
少

傾
向
で
は
あ
り
ま
す
が
、
将
来
を
見
据
え
、

町
と
し
て
少
子
化
や
人
口
減
を
く
い
止
め
る

た
め
、
子
育
て
世
代
の
支
援
を
重
点
的
に
行

い
、
若
者
が
神
河
町
に
住
み
続
け
、
安
心
し

て
子
ど
も
が
産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
子
育

て
世
代
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特

に
、
所
得
制
限
の
な
い
中
学
生
以
下
の
医
療

費
無
料
化
と
学
校
給
食
を
通
じ
て
の
食
育
に

よ
り
、
子
ど
も
達
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

・
寺
前
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
８
，
４
８
２
万
円

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
万
円

・
外
国
語
教
育
推
進
事
業
（
小
学
校
へ
の
英

　

語
指
導
員
派
遣
）　
　
　
　
　

７
３
万
円

・
外
国
語
指
導
助
手
活
用
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
１
７
万
円

・
中
学
２
年
生
の
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
事

　

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
０
万
円

・
自
然
学
校
事
業　
　
　
　
　

２
９
８
万
円

・
児
童
虐
待
防
止
事
業　
　
　
　

２
１
万
円

・
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
等
の
自
立
支
援
事

　

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
９
７
万
円

・
幼
稚
園
預
か
り
保
育
事
業　

２
４
５
万
円

・
放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業　

１
０
５
万
円

・
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
事
業　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
１
９
０
万
円

・
通
学
合
宿
事
業　
　
　
　
　
　

１
８
万
円

・
児
童
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
８
２
万
円

・
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
９
８
万
円

・
保
育
所
運
営
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
９
，
２
４
３
万
円

・
児
童
手
当
事
業　

１
億
７
，
２
３
２
万
円

・
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
４
万
円

・
子
ど
も
を
健
や
か
に
生
み
育
て
る
支
援
金

　

事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
７
０
万
円

・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
，
３
９
３
万
円

・
山
村
留
学
事
業　
　
　
　
　

６
９
３
万
円

・
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業　

８
，
８
９
９
万
円

等
で
す
。

「
誰
も
が
生
き
が
い
と
安
心
を
感
じ

て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
」

17
億
３
，
６
６
９
万
円

⑴　

高
齢
化
率
は
、
１
月
末
現
在
で
31
・

18
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
だ
け
の

世
帯
や
一
人
暮
ら
し
が
増
え
て
お
り
、
雪
掻

き
や
ご
み
捨
て
・
買
い
物
な
ど
に
も
困
っ
て

い
る
人
や
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
が
多
く
お

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
で
介
護
が
必
要
な

人
や
障
が
い
の
あ
る
人
、
子
育
て
や
家
族
の

介
護
で
悩
ん
で
い
る
人
も
お
ら
れ
ま
す
。
福

祉
の
充
実
に
努
め
て
い
る
も
の
の
、
個
々
の

差
や
生
活
上
の
違
い
か
ら
解
決
に
い
た
ら
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
行
政
だ
け
で
な
く

介
護
保
険
事
業
所
等
の
民
間
福
祉
サ
ー
ビ
ス

業
者
や
地
域
で
の
助
け
合
い
と
の
連
携
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
幸
せ
な
家
庭
は
、
家
族
が
健
康
で

あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
健
康

維
持
に
は
、
病
気
の
早
期
発
見
早
期
治
療
が

大
切
で
す
。
健
康
診
断
の
受
診
率
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
大
切
な
の
は
、

個
人
の
健
康
へ
の
意
識
と
日
常
生
活
の
習
慣

で
す
。

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
３
万
円

・
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
５
８
万
円

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
営
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
，
２
６
７
万
円

・
特
定
基
本
健
診
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
９
万
円

・
予
防
接
種
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
，
５
９
１
万
円

・
が
ん
等
各
種
検
診
事
業　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
９
９
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
費　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
９
，
７
０
６
万
円

・
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
補
助
金　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
，
５
７
１
万
円

・
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
４
８
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
で
す
。

⑵　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
集
中
豪
雨
と
産
業

構
造
の
変
化
に
よ
る
林
業
の
衰
退
に
よ
っ
て

林
地
が
荒
廃
し
、
裏
山
崩
壊
・
河
川
氾
濫
等

の
自
然
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
長
期
総
合
計
画
の
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
満
足
度
が
低
く
重
要
度
が
大
き
い
も
の

愛
・
や
さ
し
さ

特集　かみかわを知る
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「ハートがふれあう住民自治のまち」をめざして……主な事業

と
し
て
、
防
災
が
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

砂
防
事
業
や
治
山
治
水
事
業
、
河
川
改
修

等
は
、
引
き
続
き
、
県
に
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
裏
山
防
災
補
助
に
つ
い
て
は
、
現

在
調
整
中
で
す
が
、
平
成
26
年
度
中
に
制
度

化
し
ま
す
。

・
姫
路
市
消
防
事
務
委
託
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
８
，
３
１
８
万
円

・
猪
篠
分
団
ポ
ン
プ
自
動
車　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
８
３
６
万
円

・
貝
野
分
団
軽
四
積
載
車　
　

４
５
４
万
円

・
福
本
分
団
車
庫　
　
　
　
　

９
９
８
万
円

・
上
越
知
・
宮
野
防
火
水
槽　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
，
３
２
２
万
円

・
災
害
対
策
事
業　
　
　
　
　

２
９
５
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
で
す
。

「
地
域
風
土
と
調
和
し
た
生
活
・

　
　

文
化
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
」

15
億
８
，
３
５
４
万
円

⑴　

神
河
町
は
、道
路
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・

下
水
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
進
ん
で
お
り

ま
す
が
、
そ
の
修
繕
や
改
修
は
必
要
で
す
。

高
度
成
長
時
代
に
建
設
し
た
多
く
の
橋
も
点

検
の
必
要
が
あ
り
、
道
路
も
舗
装
改
修
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
籍
調
査
事
業
は
、山
林
部
調
査
を
新
田
・

作
畑
地
区
で
継
続
実
施
、
再
調
査
は
長
谷
地

区
の
継
続
調
査
と
、
川
上
・
栗
・
渕
地
区
の

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
再
調
査
の
現
地

調
査
は
平
成
26
年
度
で
終
わ
り
ま
す
。

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
化
整
備

　

事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
８
６
万
円

・
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
委
託
料　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
４
０
万
円

・
町
道
片
角
線
改
良
事
業　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
，
２
６
８
万
円

・
町
道
勝
山
線
改
良
事
業　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
５
５
０
万
円

・
町
道
種
林
線
改
良
事
業　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
０
６
０
万
円

・
神
崎
市
川
線
支
線
新
設
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
，
０
１
０
万
円

・
地
籍
調
査
事
業　
　
　

３
，
９
９
５
万
円

・
水
道
事
業
会
計
補
助
金　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
，
７
０
０
万
円

・
下
水
道
事
業
会
計
補
助
金　
　
　

４
億
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
で
す
。

⑵　

清
流
の
町
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
や
地

域
優
良
賃
貸
住
宅
建
設
、
空
き
家
再
生
事
業

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

・
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
整
備
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
５
，
０
４
８
万
円

・
空
き
家
利
活
用
再
生
事
業　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
３
６
０
万
円

・
若
者
世
帯
向
け
家
賃
補
助
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
６
４
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
で
す
。

⑶　

播
磨
風
土
記
編
纂
か
ら
１
３
０
０
年
を

迎
え
、
風
土
記
の
物
語
を
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
を

し
、「
は
に
お
か
の
里
」
と
い
わ
れ
る
地
名

の
由
来
に
か
か
わ
る
福
本
遺
跡
や
日
吉
神
社

を
観
光
振
興
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

町
内
の
古
文
書
を
整
理
し
て
い
る
文
化
財
保

存
事
業
は
、
あ
と
数
年
か
か
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
将
来
の
町
史
編
成
に
向
け
て
継
続
し

て
行
い
ま
す
。

・
文
化
財
保
存
事
業　
　
　
　

６
５
９
万
円

・
播
磨
国
風
土
記
関
連
事
業　

８
０
０
万
円

・
福
本
藩
陣
屋
跡
改
修
整
備　

２
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
で
す
。

「
美
し
い
自
然
を
守
り
豊
か
な
産
業

を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

９
億
２
，
１
３
５
万
円

⑴　

地
球
温
暖
化
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
環

境
保
全
を
担
う
森
林
は
、
水
源
涵
養
等
公
益

的
機
能
が
あ
る
大
切
な
も
の
で
す
が
、
昨
今

の
林
業
経
営
の
衰
退
に
よ
り
、
そ
れ
を
維
持

す
る
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

人
工
林
の
間
伐
を
個
人
負
担
な
し
で
補
助

を
受
け
る
に
は
、
搬
出
と
森
林
経
営
計
画
を

立
て
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
救
済
も
必
要
で
す
。

・
森
林
管
理
１
０
０
％
推
進
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
，
１
６
７
万
円

命
・
い
き
い
き
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・
町
単
独
間
伐
事
業　
　
　
　

６
０
４
万
円

・
多
目
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
２
９
９
万
円

・
農
用
地
土
壌
植
物
浄
化
推
進
事
業　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
９
１
万
円

・
米
安
全
確
保
対
策
推
進
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
３
８
万
円

・
シ
カ
捕
獲
実
施
隊
編
成
支
援
等
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
１
３
５
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
で
す
。

⑵　

生
ご
み
の
ゼ
ロ
化
を
目
指
し
て
い
ま
す

が
、
コ
ン
ポ
ス
ト
の
普
及
は
重
要
な
事
項
で

す
。
今
年
度
は
、
住
民
の
方
々
の
充
分
な
理

解
を
得
て
、
助
成
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、

住
民
モ
ニ
タ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

・
廃
棄
物
減
量
化
普
及
啓
発
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
７
万
円

・
生
ご
み
減
量
化
モ
デ
ル
地
区
補
助
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
４
０
万
円

・
企
業
誘
致
事
業　
　
　
　
　

１
０
２
万
円

・
商
工
振
興
事
業　
　
　

２
，
３
９
６
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
で
す
。

「
地
の
利
を
生
か
し
た
交
流
を
促
進

す
る
ま
ち
づ
く
り
」

１
億
９
，
６
０
２
万
円

⑴　

神
河
町
の
「
越
知
川
名
水
街
道
」、「
銀

の
馬
車
道
」、「
大
河
内
高
原
」
三
つ
の
ゾ
ー

ン
に
あ
る
多
く
の
観
光
施
設
を
生
か
し
、
町

を
元
気
に
す
る
た
め
、
１
０
０
万
人
の
入
り

込
み
客
を
目
指
し
ま
す
。

　

観
光
施
設
で
販
売
す
る
お
土
産
で
す
が
、

自
然
薯
加
工
製
品
等
の
特
産
物
や
カ
ー
ミ
ン

グ
ッ
ズ
等
を
観
光
協
会
や
商
工
会
等
に
よ
り

ま
し
て
、
次
々
と
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
度
か
ら
、
か
み
か
わ
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業

を
始
め
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
法
人
み
か
し
ほ
学
園
・
岡
野

食
品
産
業
㈱
と
根
宇
野
・
山
田
・
東
柏
尾
・

杉
集
落
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
特
産
品

の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

・
観
光
協
会
補
助
等
の
観
光
経
常
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
４
９
６
万
円

・
観
光
施
設
管
理
事
業　

１
億
５
３
３
万
円

・
大
河
内
高
原
整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
，
９
０
８
万
円

・
水
車
公
園
維
持
管
理
事
業　

３
６
７
万
円

・
桜
華
園
保
育
管
理
事
業　
　

１
７
５
万
円

・
か
み
か
わ
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
住
民
・
地
域
の
や
る
気
が
活
き
る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
」

24
億
９
，
９
１
５
万
円

⑴　

毎
月
11
日
は
「
神
河
町
の
人
権
を
た
し

か
め
る
日
」
で
す
。
住
民
一
人
ひ
と
り
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
、
人
権
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
各
集
落
の
隣
保
に

一
人
ず
つ
人
権
文
化
推
進
員
を
選
任
し
、
多

く
の
方
に
人
権
啓
発
事
業
に
関
わ
っ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

・
人
権
啓
発
活
動
事
業　
　
　

２
８
２
万
円

・
人
権
学
習
支
援
事
業　
　
　

１
５
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
で
す
。

⑵　

公
平
な
住
民
負
担
と
公
平
な
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
徹
底
で
す
が
、
公
平
公
正
な
税
負
担

は
行
政
運
営
の
基
本
で
す
。
納
税
相
談
を
行

い
、
債
権
管
理
条
例
に
基
づ
い
て
徴
収
体
制

の
強
化
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
地
域
差
の
無
い
よ
う
に
、
地
域

の
方
々
の
要
望
・
意
見
に
耳
を
傾
け
て
ま
い

り
ま
す
。

・
徴
収
指
導
・
相
談
業
務
委
託
料                              

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
５
万
円

・
ハ
ー
ト
が
ふ
れ
あ
う
地
域
づ
く
り
活
動
支

　

援
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
３
万
円

・
区
長
会
行
政
事
務
事
業　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
４
０
２
万
円

　
　
（
内
環
境
美
化
支
援
金　

４
０
０
万
円
）

・
ま
ち
づ
く
り
基
金
積
立
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

５
億
３
，
９
９
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
で
す
。

　

以
上
、
今
後
と
も
住
民
の
皆
様
の
声
に
耳

を
傾
け
、
申
し
上
げ
ま
し
た
人
口
減
少
対
策

や
安
全
安
心
の
町
づ
く
り
等
多
く
の
施
策
達

成
に
向
け
、全
力
で
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

心
・
ふ
れ
あ
い

特集　かみかわを知る
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神河町議会議員選挙結果
　任期満了に伴う神河町議会議員選挙を４月 15 日に告示し、４月 20 日に執行しました。
　告示日の翌日から町内３ヵ所の期日前投票所（本庁舎・神崎支庁舎・センター長谷）で期日前投票を受け
付け、本庁舎で 1，023 人、神崎支庁舎で 2，054 人、長谷支所で 205 人、合計 3，282 人の方が投票されました。
　また、投票日当日には町内 11 ヵ所の投票所を設置し、午前 7 時から午後 8 時まで投票を受け付けました。
　当日有権者数は、全体で 10，031 人、投票総数は 7，978 人、投票率は 79.53％の結果となりました。午後８
時に投票を締め切った後、引続き午後８時 47 分から開票事務と選挙会を合同して開催し、当選人を決定、
翌日の 21 日には、当選人に対し当選証書の附与を行いました。
　投票区別の投票状況は、以下のとおりです。

　候補者別の得票数等（有効投票は 7，872 票、無効投票は 106 票）は、次のとおりです。
　なお、新しい議員の任期は平成 26 年５月１日から平成 30 年４月 30 日までの４年間です。

投票区別投票状況…期日前投票を含む。

（敬省略・得票順）

投票区 区　　　　　　　　　　　名 有権者数 投票者数 投票率（％）
１ 新田、作畑 171 149 87.13
２ 大畑、越知 525 455 86.67
３ 岩屋、根宇野 534 455 85.21
４ 山田、中村、粟賀町、福本、加納、東柏尾、吉冨 3，300 2，609 79.06
５ 杉、大山 480 395 82.29
６ 猪篠 362 316 87.29

７ 貝野、しんこうタウン、寺野、柏尾、新野、野村、比延、
寺前、鍛治、大河、上岩、高朝田 3，223 2，429 75.36

８ 宮野、南小田 469 389 82.94
９ 上小田 188 159 84.57
10 川上 185 152 82.16
11 大川原、本村、赤田、重行、為信、峠、栗、渕 594 470 79.12

計 10，031 7，978 79.53

氏　　　　　　名 得　票　数 党派・新現の別
１ 三 谷 克 巳 1，050 無 所 属・ 新
２ 安 部 重 助 902 無 所 属・ 現
３ 松 山 陽 子 712 無 所 属・ 現
４ 小 寺 俊 輔 656 無 所 属・ 新
５ 山 下 皓 司 606 無 所 属・ 現
６ 小 林 和 男 586 無 所 属・ 現
７ 藤 森 正 晴 582 無 所 属・ 現
８ 藤 原 裕 和 　　518.422 無 所 属・ 現
９ 藤 原 資 広 504.356 無 所 属・ 新
10 藤 原 日 順 475.220 無 所 属・ 現
11 納 良 幸 469 無 所 属・ 現
12 宮 永 肇 461 無 所 属・ 現

成 田 政 敏 350

新議員決まる 神河町議会議員
（現職 9 人、新人３人）
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★
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

◎
精
績
章
〔
２
名
〕

　

本　

団　

德
賀
伊
知
郎

　
　
　
　
　

岸
田　

誠
基

★
兵
庫
県
知
事
表
彰

◎
永
年
勤
続
功
労
章
〔
１
名
〕

　

本　

団　

藤
原　

哲
也

★
兵
庫
県
消
防
協
会
長
表
彰

◎
功
績
章
〔
２
名
〕

　

本　

団　

山
手
紀
代
志

　
　
　
　
　

米
田　

直
也

◎
精
績
章
〔
４
名
〕

　

越　

知　

一
宮　

宏
平

　

猪　

篠　

入
江　
　

聡

　

南
小
田　

山
内　
　

肇

　

栗　

渕　

中
野　

宏
昭

◎
精
勤
章
〔
７
名
〕

　

大　

畑　

宮
﨑　

良
大

　

中　

村　

齊
藤　
　

斉

　

貝　

野　

藤
永　

寛
樹

　

大　

山　

戸
田　
　

貴

　

鍛　

治　

平
岡　
　

稔

　

上
小
田　

岸
本　
　

良

　

長　

谷　

梶
原　

正
典

★
神
河
町
長
表
彰

◎
功
労
章
〔
１
名
〕

　

本　

団　

小
岩　
　

等

◎
永
年
勤
続
功
労
章
〔
24
名
〕

　

本　

団　

山
手
紀
代
志

　

大　

畑　

前
田　

正
明

　
　
　
　
　

宮
﨑　

良
大

　

岩　

屋　

岸
上　

智
成

　

福　

本　

泰
永　

敦
平

　
　
　
　
　

藤
原　

秀
樹

　

貝　

野　

安
田　

明
彦

　

柏　

尾　

井
上　

弘
之

　
　
　
　
　

井
上　

智
彦

　

加　

納　

松
本　

一
樹

　

吉　

冨　

藤
原　
　

剛

　

杉　
　
　

藤
井　

亮
一

　

大　

山　

戸
田　
　

貴

　
　
　
　
　

井
上　

昇
三

　

猪　

篠　

津
久
田　

等

　
　
　
　
　

入
江　
　

聡

　

野　

村　

岩
元　

俊
憲　

　

比　

延　

荒
木　

敬
介

　

宮　

野　

立
岩　

友
之

　

南
小
田　

髙
峰　

啓
三

　

上
小
田　

岸
口　

知
巳

　

川　

上　

藤
原　

栄
一

　

長　

谷　

藤
原　

栄
太　
　
　

　
　
　
　
　

藤
原　

規
幸

　

退
任
・
退
団
さ
れ
る
方
々
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

★
本
団
〔
６
名
〕

　
　
　
　
　

小
岩　
　

等

　
　
　
　
　

藤
原　

哲
也

　
　
　
　
　

山
手
紀
代
志

　
　
　
　
　

一
宮　

通
恭

　
　
　
　
　

德
賀
伊
知
郎

　
　
　
　
　

岸
田　

誠
基

★
分
団
〔
35
名
〕

　

根
宇
野　

齊
藤　

元
重

　
　
　
　
　

中
島　

義
英

　
　
　
　
　

中
島　

実
司

　

山　

田　

藤
原　

雄
大

　
　
　
　
　

藤
原　
　

悟

　
　
　
　
　

藤
原　

朋
哉

　
　
　
　
　

打
村　

大
介

　

柏　

尾　

井
上　

弘
之

　
　
　
　
　

井
上　

達
雄

　

加　

納　

松
本　

一
樹

　
　
　
　
　

藤
後　

克
美

　

吉　

冨　

藤
原　

龍
二

　
　
　
　
　

藤
原　
　

剛

　
　
　
　
　

桐
月　

篤
郎

　

杉　
　
　

船
田　

幸
宏

　
　
　
　
　

足
立　

教
男

　

猪　

篠　

岩
田　
　

学

　
　
　
　
　

津
久
田　

等

　
　
　
　
　

中
井　

昌
享

　

野　

村　

岩
元　

俊
憲

　

比　

延　

佐
々
木
克
也

　

寺　

前　

藤
原　

英
樹

　
　
　
　
　

髙
附　

賢
吾

　

鍛　

治　

石
堂　

貴
識

　

南
小
田　

髙
峰　

啓
三

　

上
小
田　

岸
口　

知
巳

　
　
　
　
　

谷
口　

幸
弘

　

４
月
６
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
神
崎
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
、
神
河
町
消
防
初
出
式
並
び
に
入
退
団
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来

賓
多
数
の
御
臨
席
の
中
、
精
鋭
の
消
防
団
員
４
２
８
名
が
出
動
し
、
あ
い

に
く
の
悪
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
終
始
節
度
あ
る
行
動
に
よ
り
神
河
町

消
防
団
と
し
て
の
意
気
込
み
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

初
出
式
並
び
に
入
退
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

平
成
26
年
度
　
神
河
町
消
防
団
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団　長　山下　直樹
副団長　米田　直也、木下　隆生、玉田　智明、中野　卓弥、入江　聡、藤原　 也、本田　克巳

新入団員・幹部訓練を実施しました

　４月 13 日（日）神河町町民グラウンドで、新入団員・幹部訓練を
実施しました。
　当日、新入団員 24 名、幹部 147 名が早朝から出動。中播消防署の
教官 10 名から、礼式・規律、器具取扱、講義などで指導を受けました。

今年度の役員のみなさんをご紹介します

分団名 分団長 副分団長
作畑新田 笹　倉　智　之 林　　　秀　作
大　畑 宮　﨑　良　大 稲　川　寿　史
越　知 横　田　信　吾 横　田　大　輔
岩　屋 岸　上　幹　浩 岸　上　智　成
根宇野 中　島　圭　一 足　立　顕　範
山　田 内　藤　勝　也 岸　田　祐　一
中　村 齊　藤　　　斉 山　本　憲　生
粟賀町 上　田　秀　稔 井　上　　　誠
福　本 神　田　賢　吾 河　西　雅　之
貝　野 安　田　明　彦 藤　永　寛　樹
寺　野 岡　本　篤　志 石　田　雅　貴
柏　尾 井　上　智　彦 正　城　　　豊
加　納 藤　後　健　一 　波　隆　彦
東柏尾 松　本　英　樹 松　本　寛　之
吉　冨 藤　原　悦　雄 岡　田　英　樹

杉 藤　原　章　弘 藤　原　正　博

分団名 分団長 副分団長
大　山 井　上　昇　三 澤　田　崇　弘
猪　篠 香　川　真　行 金　川　賢　二
新　野 市　山　浩　一 岩　澤　修　一
野　村 西　田　直　行 石　橋　孝　行
比　延 玉　田　賢　一 高　橋　幸　三
寺　前 加　門　寿　夫 児　島　幸　功
鍛　治 上　山　貴　弘 本　田　　　茂
上　岩 橋　本　昌　明 三　輪　佳　則
高朝田 藤　原　孝　成 五　島　孝　一
宮　野 加　門　圭　介 立　岩　和　憲
南小田 日　和　　　隆 稲　垣　敦　志
上小田 岸　口　　　徹 岸　本　　　良
大　河 西　川　直　紀 植　野　隆　之
川　上 藤　原　哲　彦 草　壁　清　二
長　谷 大　中　公　一 大　森　和　成
栗　渕 坂　元　滋　樹 坂　元　隆　司

　

川　

上　

藤
原　

栄
一

　

長　

谷　

髙
内　

教
男

　
　
　
　
　

藤
原　

栄
太

　
　
　
　
　

藤
原　

規
幸

　
　
　
　
　

藤
井　

道
義

　
　
　
　
　

藤
原　

誠
一

　
　
　
　
　

大
森　

太
志

　

栗　

渕　

坂
元　

邦
智

　

新
入
団
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

★
入
団
者
〔
29
名
〕

　

岩　

屋　

岸
上　

征
矢

　

根
宇
野　

岸
田　

充
史

　

山　

田　

小
林　

伸
輔

　
　
　
　
　

藤
原　

将
仁　

　
　
　
　
　

教
山　

晃
祐

　
　
　
　
　

岸
田　

大
希

　
　
　
　
　

藤
原　

光
倫

　

中　

村　

上
山　

晃
平

　
　
　
　
　

中
村　

直
人

　

粟
賀
町　

木
村　

彰
太

　

福　

本　

林
田　

直
樹

　
　
　
　
　

中
尾　

雄
三

　
　
　
　
　

山
内　

大
夢

　

貝　

野　

髙
橋　

和
希

　

寺　

野　

伊
藤　

紘
康

　

加　

納　

髙
橋　

雅
也

　

吉　

冨　

森　
　

大
樹

　
　
　
　
　

藤
原　

嵩
晃

　

吉　

冨　

藤
原　

由
季

　

杉　
　
　

藤
原　
　

誠

　

猪　

篠　

中
川　

貴
文

　

比　

延　

林　
　

直
樹

　

鍛　

治　

松
田　

昭
二　

　

上　

岩　

中
原　

慎
二

　

上
小
田　

高
橋　

侑
也

　

大　

河　

藤
原　

直
哉

　

川　

上　

岡　

隆
至

　

長　

谷　

大
森　

友
仁

　

栗　

渕　

山
手　

隼
平

は
じ
め
ま
し
て
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職員の人事異動

氏　　　名 異　動　後 異　動　前
藤原　龍馬 建設課参事 建設課長
橋本三千也 上下水道課長 会計管理者兼会計課長

谷口　勝則 会計管理者兼会計課長 教育課長兼地域交流センター所
長兼給食センター所長

足立　和裕 住民生活課参事
兼防災特命参事 住民生活課長

坂本　康弘 地籍課長 上下水道課長
吉岡　嘉宏 住民生活課長 住民生活課副課長
石堂　浩一 建設課長 建設課副課長
松田　隆幸 教育課長 地域振興課副課長

藤原　秀洋 地域局副局長兼健康
福祉課副課長 地域局課長補佐

田中　晋平 住民生活課副課長 住民生活課課長補佐
児島　則行 地籍課副課長 地籍課課長補佐
山下　和久 地域振興課副課長 地域振興課課長補佐
中島　康之 上下水道課副課長 建設課課長補佐
児島　修二 総務課副課長 総務課課長補佐

藤山　達仁 教育課副課長
（給食センター）

教育課課長補佐
（給食センター）

真弓　俊英 建設課副課長 建設課課長補佐

児島　浩一 教育課副課長
（地域交流センター）

教育課課長補佐
（地域交流センター）

坂田　英之 教育課副課長（地域交流セン
ター所長兼給食センター所長） 教育課課長補佐

和田　正治 税務課副課長 税務課課長補佐

氏　　　名 異　動　後 異　動　前
大中　昌幸 健康福祉課副課長兼

地域局副局長
健康福祉課課長補佐兼
地域局課長補佐

足立　育生 上下水道課課長補佐 上下水道課係長
藤田　晋作 地域振興課課長補佐 地域振興課係長
平岡　民雄 住民生活課課長補佐 宮城県山元町へ派遣
真弓　憲吾 地域振興課課長補佐 地域振興課係長
岡部　成幸 情報センター課長補佐 情報センター係長
野﨑　直規 建設課課長補佐 建設課係長
井上淳一朗 地籍課係長 総務課係長

中野　宏昭 教育課係長
（給食センター）

教育課係長
（中央公民館）

大中　昌宏 総務課係長 地籍課係長
岩田　瑞樹 会計課係長 会計課主査
榧谷　美幸 議会事務局係長 議会事務局主査
辻井　美和 総務課係長 総務課主査
藤原　哲郎 建設課係長 建設課主査
黒田　　剛 地籍課係長 地籍課主査
多田　　優 建設課係長 建設課主査
羽岡　幹雄 地籍課係長 地籍課主査
本田　圭司 兵庫県企画県民部へ派遣 地域振興課主査
中島　恭子 寺前幼稚園主任教諭 越知谷幼稚園主任教諭
高橋　郁子 長谷幼稚園主任教諭 寺前幼稚園主任教諭
黒田友見子 越知谷幼稚園教諭 神崎幼稚園教諭
安平りつ子 寺前幼稚園教諭 長谷幼稚園教諭

氏　　　名 職　　名
藤原　靖彦 地籍課長
高峰さつき 長谷小学校用務員
林　　浩子 寺前幼稚園総括教諭
岸本　孝司 教育課副課長（給食センター）
保西　信介 上下水道課副課長
奥平三香子 住民生活課主事
久長　真幸 税務課主事

氏　　　名 職　　名
嘉瀬　正仁 内科診療部長
隈部　洋平 整形外科医員
大草　玉美 看護師・医療安全対策部次長
稲川　京子 看護師
内藤　　愛 看護師
藤原　智子 准看護師
吉岡智恵子 看護助手
足立　智美 看護助手

新規採用（４月１日付）

昇任（４月１日付）

新規採用（４月１日付）

再任用（４月１日付）勤務延長（４月１日付）

（異動は省略）

再任用（４月１日付）

異動・昇任（4 月１日付）　
－役　場ー

－病　院ー

氏　　名 課　　名
石橋　　晶 地域振興課
前川　裕生 住民生活課
中原　慎二 建設課
鵜野雄二郎 地域振興課
藤原　直哉 総務課

氏　　名 異　動　後 異　動　前
浅田　譲二 事務次長兼医事課長兼

保健医療福祉連携特命参事
医事課長兼総務課長兼
施設課長兼保健医療福祉連携特命参事

藤原　秀明 総務課長兼施設課長 総務課副課長兼
施設課副課長

山本　瑞穂 主任看護師 看護師
福島　康宏 医事課主査 医事課主事

氏　　名 職　　名
藤原　周一 整形外科医員

氏　　名 職　　名
吉岡智恵子 看護助手

氏　　名 職　　名
打村　昌一 院長

氏　　名 課　　名
藤原　靖彦 地籍課

退　職（３月 31 日付）

退　職（３月 31 日付）
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高
砂
市
出
身
の
私
は
、
小
さ
い
頃

か
ら
神
河
町
で
遊
ぶ
機
会
が
多
く
大

好
き
な
町
で
し
た
。
ま
た
、
昨
年
か

ら
始
ま
っ
た
「
神
河
応
援
隊
」
に
入

隊
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
神
河
町
に

つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
が
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

　

私
は
、
大
学
で
住
み
や
す
い
町
づ

く
り
や
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り

を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
活

か
し
皆
様
が
暮
ら
し
や
す
い
町
に
、

町
外
の
方
々
が
訪
れ
た
く
な
る
町
に
、

住
ん
で
み
た
い
と
思
う
町
に
な
る
よ

う
活
性
化
と
魅
力
発
信
に
努
め
ま
す
。

石
橋　

晶
︵
地
域
振
興
課
︶

鵜
野
雄
二
郎
︵
地
域
振
興
課
︶

　

私
は
、
豊
か
な
自
然
が
あ
る
神
河

町
が
大
好
き
で
す
。
よ
り
良
い
町
づ

く
り
を
目
指
し
て
少
子
高
齢
化
問
題

な
ど
に
取
り
組
み
、
皆
様
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
住
み
や
す
い
環
境
を
作

る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
神
河
町
を
盛

り
上
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
４
年
間
京
都
で
暮
ら
し
ま

し
た
が
、
神
河
町
は
「
あ
い
さ
つ
」

を
中
心
と
し
た
人
と
人
と
の
「
ふ
れ

あ
い
」
が
多
い
町
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。「
ふ
れ
あ
い
」
を
大
切
に
す

る
神
河
町
を
さ
ら
に
良
く
で
き
る
よ

う
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

前
川　

裕
生
︵
住
民
生
活
課
︶

藤
原　

直
哉
︵
総
務
課
︶

　

私
は
、
神
河
町
で
生
ま
れ
育
ち
、

大
学
進
学
を
機
に
地
元
を
離
れ
ま
し

た
が
、
神
河
町
を
今
よ
り
も
も
っ
と

元
気
に
し
た
い
、
何
か
恩
返
し
が
し

た
い
と
思
い
神
河
町
役
場
を
受
験
し

ま
し
た
。
初
心
を
忘
れ
ず
に
元
気
に

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

中
原　

慎
二
︵
建
設
課
︶

『公立神崎総合病院　非常勤医師交代』のお知らせ
　大阪医科大学附属病院から非常勤医師として勤務していただいておりました内科の寺本邦洋医師、神経
科の久保洋一郎医師の後任として、４月から内科の野

の ぎ

木信
しんぺい

平医師、木
き ざ わ

澤隼
しゅん

医師、神経科の花
はなおか

岡忠
ただひと

人医師に
勤務していただいております。

野 木 医 師 木 澤 医 師 花 岡 医 師

※診療体制は、６月号の広報で
　お知らせします。

※詳しくは、病院へお尋ねくだ
　さい。
　☎３２－１３３１
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個
人
住
民
税
の
均
等
割
の
税
率

　
　

が
引
上
げ
ら
れ
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
た
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
を
推

進
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら

平
成
35
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

個
人
住
民
税
の
均
等
割
の
税
率
が

年
額
１
，
０
０
０
円
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
引
上
げ
分
の
税
収
は
、

津
波
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
、
地
震

対
策
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
、
風
水

害
対
策
緊
急
整
備
等
の
財
源
に
充

当
さ
れ
ま
す
。

　
　

法ほ
う
て
い
が
い

定
外
公こ
う
き
ょ
う
ぶ
つ

共
物
の
用
途
の
廃

　
　

止
と
買
取
り
手
続
き
に
つ
い
て

　
『
法
定
外
公
共
物
』
と
は
、
道

路
や
河
川
な
ど
の
公
共
物
の
う
ち
、

道
路
法
や
河
川
法
等
の
適
用
を
受

け
な
い
も
の
を
言
い
ま
す
。
一
般

的
に
は
、
里
道
（
赤
線
）・
水
路

（
青
線
）
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
法

務
局
に
備
え
付
け
の
公
図
な
ど
で
、

「
道
」「
水
」
と
表
示
さ
れ
た
り
、

赤
色
や
青
色
で
表
示
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

里
道
や
水
路
な
ど
の
法
定
外
公

共
物
の
中
に
は
、
法
務
局
の
公
図

等
に
表
示
さ
れ
て
い
て
も
、
現
況

が
宅
地
や
田
畑
の
一
部
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

                   

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
機
能
が

失
わ
れ
た
部
分
の
用
途
を
廃
止
す

る
申
請
を
行
っ
た
う
え
で
、
そ
の

部
分
の
買
取
り
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
公
的
機
能
が
失
わ
れ
た
場
合

に
限
り
ま
す
。

　

法
定
外
公
共
物
は
以
前
、
国
の

財
産
で
し
た
が
、
市
町
に
譲
与
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
申
請
手
続
き
が

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
地
籍
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
続
き
に
伴
う
測
量
や

土
地
の
登
記
な
ど
に
要
す
る
費
用

は
申
請
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

地
籍
課

☎
３
４
―
０
９
６
５

　
　
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

　
　

証
更
新
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

　

現
在
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
お

ら
れ
る
方
で
、
平
成
26
年
８
月
１

日
以
降
も
引
き
続
き
交
付
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
申
請
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

対
象
者

　

８
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
医

療
受
給
者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ

る
８
月
１
日
時
点
で
満
20
歳
未
満

の
方
（
一
定
の
医
学
的
基
準
を
満

た
す
方
が
引
き
続
き
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
主
治
医
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

申
請
受
付
期
間

　

５
月
１
日
（
木
）
～
６
月
30
日

（
月
）　

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き

ま
す
。

必
要
な
書
類
等

　

対
象
者
の
方
に
は
申
請
書
等
を

郵
送
す
る
予
定
で
す
が
、
５
月
上

旬
頃
ま
で
に
届
か
な
い
場
合
は
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

申
請
・
問
合
せ

〒
６
７
９

－

２
２
０
４

神
崎
郡
福
崎
町
西
田
原
２
３
５

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所
（
福
崎

保
健
所
）
地
域
保
健
課

☎
２
２
―
１
２
３
４

　
　
﹁
か
み
か
わ
ブ
ラ
ン
ド
﹂

　
　

商
品
開
発
の
企
画
募
集

　

神
河
町
の
魅
力
を
広
く
町
内
外

に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
以
下
の
と
お

り
「
か
み
か
わ
ブ
ラ
ン
ド
開
発
支

援
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

対
象
と
な
る
商
品
企
画
を
募
集
し

ま
す
。

対
象
事
業

　

神
河
町
内
の
資
源
（
食
材
等
）

を
利
用
し
た
産
品
や
神
河
町
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
商
品
の
開
発
又
は
既

存
商
品
の
改
良
に
か
か
る
事
業
で

あ
っ
て
、
平
成
27
年
2
月
末
日
ま

で
に
商
品
化
で
き
る
も
の
。

※
商
品
の
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

（
当
事
業
で
は
、
酒
類
・
菓
子
・

飲
食
メ
ニ
ュ
ー
・
食
品
・
グ
ッ
ズ
・

工
芸
品
な
ど
多
彩
な
商
品
を
想
定

し
て
い
ま
す
）

応
募
資
格

　

神
河
町
内
に
住
所
又
は
事
業
所

を
有
す
る
個
人
・
法
人
・
団
体
。

募
集
期
間	

　

4
月
1
日（
火
）

　
　
　
　

～
5
月
30
日（
金
）

支
援
の
内
容

⑴
補
助
額

　
　

1
事
業
者
1
商
品
に
つ
き
10

　

万
円
（
定
額
）
以
内
（
予
算
の

　

範
囲
内
。
応
募
者
多
数
の
場
合

　

は
交
付
額
が
減
少
す
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

⑵
対
象
経
費

　
　

試
作
材
料
費
、
試
作
加
工
費
、

　

機
器
購
入
費
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や

　

ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
料
、
Ｐ
Ｒ

　

経
費
、
容
器
・
包
装
等
の
作
成

行
政
情
報

（公図等）（現　況）

平成 26 年度分から

標準税率 超過課税 
（県民緑税） 計

県民税 1,500 円 800 円 2,300 円
町民税 3,500 円 － 3,500 円

平成 25 年度分まで

標準税率 超過課税 
（県民緑税） 計

県民税 1,000 円 800 円 1,800 円
町民税 3,000 円 － 3,000 円
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行
政
情
報

　

費
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
費
用
等

⑶
補
助
条
件

　
　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

　

こ
と
。

○
神
河
町
内
の
資
源
（
食
材
等
）

　

を
使
用
し
た
も
の
（
販
売
証
明

　

等
要
）

○
開
発
後
の
商
品
は
常
に
販
売
で

　

き
る
こ
と
（
イ
ベ
ン
ト
時
等
の

　

一
時
的
な
販
売
の
み
の
も
の
は

　

対
象
外
で
す
。）

○
開
発
し
た
商
品
名
に
は
、「
か

　

み
か
わ
」
又
は
「
神
河
」
の
文

　

字
を
使
用
す
る
こ
と

○
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
包
装
紙
・

　

メ
ニ
ュ
ー
等
に
「
カ
ー
ミ
ン
」

　

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
添
付
す
る
こ

　

と
（
使
用
に
当
た
っ
て
は
事
前

　

に
町
地
域
振
興
課
の
使
用
許
可

　

が
必
要
で
す
。）

⑷
そ
の
他

　
　

開
発
後
の
商
品
に
つ
い
て
は
、

　

神
河
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
Ｐ

　

Ｒ
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
町
が

　

行
う
次
の
事
業
等
に
積
極
的
に

　

ご
協
力
下
さ
い
。

・
町
が
推
奨
す
る
観
光
交
流
セ
ン

　

タ
ー
、
都
市
部
で
の
販
売
窓
口
、

　

そ
の
他
町
内
施
設
で
委
託
販
売

　

す
る
な
ど
、
町
の
Ｐ
Ｒ
へ
の
協

　

力
・
商
品
評
価
の
た
め
の
モ
ニ
タ
ー

　

事
業
へ
の
協
力

応
募
方
法

　

次
の
書
類
を
作
成
の
上
、
期
日

ま
で
に
持
参
・
郵
送
等
に
よ
り
ご

提
出
下
さ
い
。

⑴
か
み
か
わ
ブ
ラ
ン
ド
開
発
支
援

　

事
業
補
助
金
交
付
申
請
書

⑵
か
み
か
わ
ブ
ラ
ン
ド
開
発
支
援

　

事
業
商
品
開
発
企
画
書

⑶
商
品
企
画
の
内
容
が
わ
か
る
書

　

類
、
イ
メ
ー
ジ
図
、
写
真
、
パ

　

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

　
（
※
⑴
⑵
の
様
式
は
左
記
応
募

　

先
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。）

選
定
方
法

　

神
河
町
が
、
書
面
審
査
に
よ
り

選
定
・
決
定
し
応
募
者
へ
通
知
し

ま
す
。

問
合
せ
・
応
募
先

地
域
振
興
課　

地
域
振
興
係

〒
６
７
９

－

3
1
1
6

神
河
町
寺
前
64☎

3
４
―
0
1
8
5

fax
３
４
―
０
６
９
１

M
ail

：tiiki_shinko@
tow

n.
kam

ikaw
a.hyogo.jp

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は　
　
　

　
　
　

６
月
２
日
︵
月
︶
で
す

　

納
税
は
お
近
く
の
銀
行
・
農
協

な
ど
の
金
融
機
関
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
・
郵
便
局
（
原
則
と
し
て
近
畿

２
府
４
県
内
）、
兵
庫
県
指
定
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
全
国

の
店
舗
）
ま
た
は
県
税
事
務
所
で

６
月
２
日
（
月
）
ま
で
に
お
忘
れ

な
く
！

○
障
害
の
あ
る
方
へ
の
お
知
ら
せ

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

（
等
級
や
使
用
状
況
等
に
一
定
の

条
件
が
あ
り
ま
す
。）
に
対
す
る

自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
の
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

使
用
目
的
の
限
定
を
廃
止
し
ま

し
た
。
も
っ
ぱ
ら
障
害
者
の
移
動

の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
が
対

象
と
な
り
ま
す
。（
減
免
額
に
は

一
定
の
上
限
及
び
減
免
割
合
が
あ

り
ま
す
。）
ま
た
、
減
免
申
請
期

限
（
納
期
限
）
後
に
申
請
が
あ
っ

た
場
合
は
、
月
割
に
て
減
免
を
し

て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
税
事
務

　

所
ま
で

　
　

空
き
家
改
修
費
の
一
部
を
補

　
　

助
し
ま
す
！
︵
神
河
町
空
き

　
　

家
等
利
活
用
再
生
事
業
︶　

　

神
河
町
内
の
空
き
家
・
空
き
店

舗
な
ど
を
改
修
・
再
生
し
て
、
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
農
家
民
宿
、
農

村
カ
フ
ェ
な
ど
の
交
流
事
業
や
宿

泊
事
業
な
ど
を
し
よ
う
と
す
る
個

人
・
法
人
に
対
し
て
、
改
修
費
の

支
援
を
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
事
業
】

・
空
き
家
・
空
き
建
築
物
を
宿
泊

　

施
設
、
交
流
施
設
、
体
験
学
習

　

施
設
、
創
作
活
動
施
設
、
文
化

　

施
設
等
に
改
修
す
る
費
用
（
改

　

修
後
10
ヵ
年
は
こ
の
用
途
に
使

　

用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。）

・
神
河
町
内
在
住
業
者
が
改
修
す

　

る
事
業

・
地
域
産
材
を
使
っ
て
改
修
す
る

　

事
業

【
留
意
事
項
】

・
工
事
期
間
は
単
年
度
内
と
し
ま

　

す
。

・
事
業
費
の
上
限
は
１
棟
あ
た
り

　

２
千
万
円
と
し
ま
す
。

・
支
援
額
に
つ
い
て
は
ご
相
談
下

　

さ
い
。

【
質
疑
応
答
】

Ｑ
１
．
神
河
町
の
空
き
家
物
件
は

　

ど
こ
で
探
せ
る
の
？

Ａ
１
．
神
河
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

の
空
き
家
バ
ン
ク
に
掲
載
し
て

　

お
り
ま
す
。
こ
の
情
報
も
参
考

　

に
し
て
下
さ
い
。

Ｑ
２
．
向
こ
う
10
ヵ
年
事
業
が
継

　

続
で
き
な
い
場
合
は
ど
う
な
る

　

の
？

Ａ
２
．
補
助
金
の
返
還
を
し
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

Ｑ
３
．
改
修
に
際
し
て
町
内
業
者

　

さ
ん
は
ど
こ
へ
頼
め
ば
い
い
の
？

Ａ
３
．
神
河
町
の
田
舎
暮
ら
し
推

　

進
組
織
で
あ
る
「
か
み
か
わ
田

　

舎
暮
ら
し
推
進
協
会
」
に
は
建

　

築
職
人
さ
ん
た
ち
の
組
合
も
構

　

成
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

改
修
内
容
・
予
算
面
な
ど
何
で

　

も
安
心
し
て
ご
相
談
い
た
だ
け

　

ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み

地
域
振
興
課　

地
域
振
興
係

☎
３
４
―
０
１
８
５
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中
村
・
粟
賀
町
地
区
が
歴
史

　
　

的
景
観
形
成
地
区
に
指
定
さ

　
　

れ
ま
し
た　

　

景
観
の
形
成
等
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
60
年
兵
庫
県
条
例
第
17
号
）

第
８
条
第
１
項
及
び
第
９
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
、
４
月
１
日
に

兵
庫
県
が
神
河
町
中
村
・
粟
賀
町

地
区
を
歴
史
的
景
観
形
成
地
区
に

指
定
し
、
景
観
形
成
基
準
を
定
め

ま
し
た
。

　

施
行
は
６
月
１
日
。
施
行
日
以

降
に
同
地
区
内
に
て
建
築
物
等
の

新
築
や
外
観
の
変
更
等
に
着
工
す

る
場
合
及
び
屋
外
に
自
動
販
売
機

を
設
置
す
る
場
合
は
、
予
め
兵
庫

県
知
事
へ
の
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

○
景
観
形
成
地
区
の
名
称
及
び
種

　

別

　

名
称　

神
河
町
中
村
・
粟
賀
町

　
　
　
　

地
区

　

種
別　

歴
史
的
景
観
形
成
地
区

○
景
観
形
成
地
区
に
指
定
す
る
土

　

地
の
区
域

　

神
河
町
中
村
及
び
粟
賀
町
の
各

　

一
部

問
合
せ　

地
域
振
興
課

☎
３
４

－

０
１
８
５

住
民
生
活
課

☎
３
４

－

０
９
６
３

兵
庫
県
都
市
政
策
課
景
観
形
成
室

☎
０
７
８

－

３
６
２

－

９
２
９
９

及
び
姫
路
土
木
事
務
所
ま
ち
づ
く

り
建
築
第
１
課

☎
０
７
９

－

２
８
１

－

９
６
５
３

　
　

ご
存
知
で
す
か
？

　
　

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付

済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場

合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
、
満
額
の
年
金
に
近
づ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料

の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し
て
25

年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ

の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
た
だ
し
、

昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
）。

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本

国
籍
の
方
も
国
民
年
金
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

住
民
生
活
課

☎
３
４

－
０
９
６
３

　
　

Ｐ
Ｍ
2.5
注
意
喚
起
メ
ー
ル

　
　

配
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　

兵
庫
県
で
は
、
広
範
囲
の
地
域

に
わ
た
っ
て
Ｐ
Ｍ
2.5（
微
小
粒
子

状
物
質
）
に
よ
る
健
康
影
響
の
可

能
性
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
（
日
平

均
値
が
70
㎍
/
㎥
：
マ
イ
ク
ロ
グ

ラ
ム
毎
立
法
メ
ー
ト
ル
：
を
超
え

る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
）
に
『
Ｐ

Ｍ
2.5
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
』
に
よ

り
注
意
喚
起
情
報
を
発
信
し
て
い

ま
す
。

︿
登
録
方
法
﹀

１　

次
の
ア
ド
レ
ス
宛
へ
空
メ
ー
ル

　

を
送
信
し
ま
す
。（
件
名
や
本
文

　

を
記
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

　

ん
。）

　

pm
25-touroku@

kankyo.

　

pref.hyogo.lg.jp

２　

約
10
分
後
、
空
メ
ー
ル
を
送

　

信
し
た
ア
ド
レ
ス
へ
登
録
完
了

　

の
返
信
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

＊
30
分
以
上
経
過
し
て
も
、
登
録

　

完
了
の
返
信
メ
ー
ル
が
届
か
な

　

い
場
合
は
、
携
帯
等
の
設
定
を

　

確
認
く
だ
さ
い
。

　
　

以
上
で
登
録
は
完
了
で
す
。

︿
利
用
の
注
意
事
項
﹀

１　

住
ん
で
い
る
市
町
に
か
か
わ

　

ら
ず
、
注
意
喚
起
情
報
が
兵
庫

　

県
内
で
１
地
域
で
も
発
信
さ
れ

　

る
と
、
全
登
録
者
を
対
象
と
し

　

て
、
注
意
喚
起
情
報
の
メ
ー
ル

　

が
配
信
さ
れ
ま
す
。

２　

電
子
メ
ー
ル
の
シ
ス
テ
ム
上
、

　

速
や
か
に
送
信
で
き
な
い
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。

３　

メ
ー
ル
ド
メ
イ
ン
指
定
受
信

　

を
設
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

　
「kankyo.pref.hyogo.lg.jp

」

　

が
受
信
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
か

　

じ
め
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

４　

本
メ
ー
ル
の
配
信
の
登
録
・

　

情
報
料
は
無
料
で
す
が
、
通
信

　

料
は
登
録
者
の
負
担
に
な
り
ま

　

す
。

５　

同
一
メ
ー
ル
の
再
送
信
は
し

　

ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
メ
ー
ル
返

　

信
に
よ
る
意
見
・
要
望
等
は
受

　

付
で
き
ま
せ
ん
。

６　

本
メ
ー
ル
を
目
的
以
外
の
用

　

途
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
い
こ
と
は
、
Ｐ
Ｍ
2.5
総
合

　

サ
イ
ト

　

http://w
w

w
. kankyo.pref.

　

hyogo.lg.jp/JPN
/apr/pm

25/

　

index/htm
l

を
御
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
ひ
ょ
う
ご
防
災
ネ

　

ッ
ト　

http://bosai.net/

　

で
も
注
意
喚
起
情
報
を
発
し
て

　

い
ま
す
。

問
合
せ　

兵
庫
県
農
政
環
境
部
環

境
管
理
局  

水
大
気
課

☎
０
７
８

－

３
６
２

－

３
２
８
５

環
境
影
響
評
価
室

☎
０
７
８

－

３
６
２

－

９
０
８
６

　
　

５
月
は

　
　
﹁
赤
十
字
運
動
月
間
﹂
で
す

「
そ
こ
に
守
り
た
い
命
が
あ
る
」

活
動
資
金
（
社
資
）
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　

赤
十
字
は
、
多
く
の
苦
し
む
人

々
の
笑
顔
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
、

国
内
外
で
人
道
的
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

赤
十
字
の
諸
活
動
は
、
い
か
な

る
場
合
に
お
い
て
も
独
立
性
と
中

立
性
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
活
動
資
金
は
公
的
資
金

に
よ
ら
ず
、
個
人
及
び
法
人
の
皆

行
政
情
報
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様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
寄
付
金

等
（
社
資
）
に
よ
っ
て
、
ま
た
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
奉

仕
に
よ
っ
て
、
災
害
救
護
活
動
や

国
際
活
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

赤
十
字
運
動
へ
一
層
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
活
動
資
金
へ
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

住
民
生
活
課

☎
３
４

－

０
９
６
２

　
　

産
業
経
済
の
振
興
促
進　
　

　
　

地
区
を
指
定
し
ま
し
た

　

神
河
町
で
は
、
昨
年
４
月
に

「
神
河
町
企
業
誘
致
及
び
雇
用
促

進
条
例
」
を
制
定
し
、
町
内
雇
用

の
確
保
や
若
者
の
定
住
促
進
の
た

め
、
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
で
指
定
し
た
地
区

（
産
業
経
済
の
振
興
促
進
地
区
）

は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
工
場

等
を
設
置
し
た
場
合
、
工
場
等
設

置
奨
励
金
（
固
定
資
産
税
相
当

額
）
及
び
雇
用
促
進
奨
励
金
（
新

規
雇
用
者
一
人
に
対
し
て
十
万

円
）
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

農
振
農
用
地
、
保
安
林
な
ど

の
法
規
制
に
該
当
し
な
い
１
，

０
０
０
㎡
以
上
（
５
，
０
０
０
㎡

以
上
は
、
県
条
例
の
拠
点
地
区
に

申
請
予
定
）
で
、
工
場
用
地
と
し

て
提
供
及
び
賃
貸
し
て
も
良
い
空

き
土
地
、
空
き
工
場
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
地
区
指
定
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
地
域
振
興
課　

地

域
振
興
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
平
成
25
年
度
指
定
地
区
】

・
粟
賀
町　

冷
田
地
区
（
県
条
例

　

地
区
指
定
）

・
吉
冨　

才
ノ
久
子
地
区
（
県
条

　

例
地
区
指
定
）

【
平
成
26
年
４
月
指
定
地
区
】

・
福
本　

今
谷
・
巳
ノ
久
保
地
区

・
柏
尾　

西
村
出
口
地
区

・
高
朝
田　

下
田
地
区

問
合
せ

地
域
振
興
課　

地
域
振
興
係

☎
３
４

－

０
１
８
５

　
　

新
婚
・
子
育
て
世
帯
を

　
　

応
援
し
ま
す

　

神
河
町
で
は
平
成
26
年
度
か
ら

若
年
層
の
町
内
定
住
を
促
進
し
活

力
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

神
河
町
内
の
賃
貸
住
宅
に
入
居
す

る
若
者
世
帯
に
対
し
て
家
賃
を
補

助
し
ま
す
。
こ
の
家
賃
補
助
を
希

望
さ
れ
る
方
は
下
記
ま
で
随
時
お

申
込
み
下
さ
い
。

【
若
者
世
帯
と
は
】

　

若
者
世
帯
と
は
、
神
河
町
内
に

住
民
票
を
有
す
る
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
世
帯
で
す
。

１　

新
婚
世
帯
…
申
込
日
現
在
に

　

お
い
て
、
夫
婦
の
満
年
齢
の
合

　

計
が
80
歳
未
満
で
、
婚
姻
届
出

　

後
3
年
以
内
の
世
帯
（
再
婚
者

　

含
む
。）
で
あ
っ
て
、
か
つ
、

　

同
居
し
て
い
る
世
帯

２　

子
育
て
世
帯
…
満
15
歳
に
到

　

達
し
て
最
初
の
3
月
31
日
（
年

　

度
末
）
ま
で
の
、
生
計
を
一
に

　

し
同
居
す
る
子
ど
も
が
い
る
世

　

帯
【
補
助
す
る
期
間
】

　

補
助
す
る
期
間
は
次
の
と
お
り

と
し
ま
す
。

・
新
婚
世
帯
…
24
ヶ
月

・
子
育
て
世
帯
…
60
ヶ
月

【
賃
貸
住
宅
と
は
】

　

賃
貸
住
宅
と
は
、
民
間
事
業
者

・
個
人
・
行
政
が
建
設
し
、
自

ら
管
理
す
る
賃
貸
住
宅
と
し
ま

す（
空
き
家
等
も
含
み
ま
す
）。た

だ
し
親
族
が
所
有
し
、
か
つ
居
住

す
る
住
宅
を
賃
貸
借
す
る
場
合
は

除
き
ま
す
。

【
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

資
格
】

　

補
助
対
象
世
帯
は
、
町
内
に
住

所
を
有
す
る
若
者
世
帯
、
又
は
町

長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
世
帯
の

う
ち
次
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯

と
す
る
。 

①
月
収
４
８
７
，０
０
０
円
以
下

　

で
あ
る
こ
と
（
月
収
の
算
定
式

　

は
個
別
に
お
問
合
せ
下
さ
い
）。 

②
町
内
の
賃
貸
住
宅
に
入
居
し
て

　

い
る
こ
と
。 

③
実
質
家
賃
負
担
額
が
月
額
4
万

　

円
を
超
え
て
い
る
こ
と
。（
併

　

用
住
宅
に
あ
っ
て
は
、
床
面
積

　

割
合
で
家
賃
を
按あ
ん

分
し
た
住
居

　

部
分
の
額
が
月
額
4
万
円
を
超

え
て
い
る
こ
と
。
）

④
生
活
保
護
に
よ
る
住
宅
扶
助
や
、

　

他
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補

　

助
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。 

⑤
保
証
人
の
あ
る
者
で
あ
る
こ
と
。

⑥
独
立
の
生
計
を
営
ん
で
い
る
こ

　

と
。 

⑦
税
及
び
公
共
料
金
等
を
世
帯
構

　

成
員
の
い
ず
れ
も
が
滞
納
し
て

　

い
な
い
こ
と
。 

⑧
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
3
年

　

法
律
第
77
号
）
第
2
条
第
6
号

　

に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い

　

こ
と
、
又
は
暴
力
団
員
と
密
接

　

関
係
者
で
な
い
こ
と
。 

⑨
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平

　

成
3
年
5
月
15
日
法
律
第
77
号
）

　

第
2
条
第
2
号
に
規
定
す
る
暴

　

力
団
の
利
益
に
な
ら
な
い
と
認

　

め
ら
れ
る
又
は
そ
の
お
そ
れ
が

　

な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。 

⑩
本
要
綱
に
定
め
る
必
要
な
更
新

　

手
続
を
し
て
い
る
こ
と
。

　

そ
の
他
詳
し
く
は
地
域
振
興
課

地
域
振
興
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

地
域
振
興
課　

地
域
振
興
係

〒
６
７
９

－

3
1
1
6

神
河
町
寺
前
64☎

3
４
―
0
1
8
5

fax
３
４
―
０
６
９
１

M
ail:tiiki_shinko@

tow
n.

kam
ikaw

a.hyogo.jp
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ごみの分別・減量化に御協力お願いします

資源ごみ集団回収を御利用ください

　神河町とクリーンセンターでは、ごみの分別・減量化に取組んでいます。
　ごみステーションで収集された資源ごみと持込みの資源ごみは、再生処理業者に売却しています。
　平成25年度は、次のように資源化され、収集運搬・処理・リサイクルの費用などにあてられました。
・アルミ類（アルミ缶含む）　約38トン　　・鉄類（スチール缶含む）　約175トン
・新　　聞　約219トン　　　　　　　　　・雑誌　約140トン
・ダンボール　約53トン　　　　　　　　　・布　約137トン
・ペットボトル、容器包装プラスチック　約65トン

 　売却金　約１，６７８万円

　道路沿いのコンテナの利用は控えて、ごみステーションに出すと売却金が増加します。ごみの資源化に
御協力をお願いします。
問合せ　住民生活課　☎３４―０９６３

　神河町では、資源ごみの有効利用とごみの減量を図るために、子ども会・育友会・老人クラブ・学校生
徒会など各種団体が行う資源ごみの集団回収に奨励金を交付しています。
　ごみの資源化に御協力をお願いします。
＊対象品目と奨励金単価について
　　段ボール、新聞、雑誌、その他紙製容器包装。各１ｋｇ当り３円。
・その他紙製容器包装の具体的な例
　紙箱類（お菓子などの箱、テイッシュの箱など）ビニールは、取り除いてください。
　包装紙（商品を包んでいる紙）
　台紙類（ワイシャツの中の台紙、プリンなどの台紙）
　紙袋類
　　出される時は、「その他紙製容器包装」をヒモがけし、ダンボール・新聞・雑誌と混ざらないように
　お願いします。
＊回収業者について
　　町指定業者（有限会社澤田紙業と兵庫紙パルプ株式会社）を利用することが条件となります。
問合せ　住民生活課　☎３４―０９６３

ケーブルテレビ料金減免のお知らせ

　次の①～③のいずれかに該当される場合、規定の料金が減免されます。
　該当される場合は、情報センターまで申請してください。
該当基準・減免額
　①生活保護法の規定による保護を受けている加入者…加入者負担金・基本料金の全額免除
　②視覚、聴覚障害者（身体障害者福祉法に規定する１級、２級に該当する身体障害者手帳を所持する）
　　に該当し、かつその該当者が主たる生計維持者である加入者…加入者負担金・基本料金の半額免除
　③一人暮らしで 70 歳以上の加入者…加入者負担金、基本料金の半額免除

申　請
・②に該当される場合は、身体障害者手帳のコピーを添付してください。
・③に該当される場合は、民生委員から状況確認を受けたうえで提出してください。
申請書は、ケーブルテレビ局舎にあります。
＊申請後、該当基準から外れた場合は、必ず減免解除申請書を提出してください。

申請・問合せ　情報センター　☎３２－２７５２
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平成 26 年度　消費者被害無料法律相談会の開催について
　兵庫県弁護士会姫路支部では、消費者問題に精通した弁護士が、次の日程で毎月 2 回土曜日、無料で御相
談に応じます。
　思い悩む前に、お気軽に御予約ください。

　実 施 日

　時　　間
　場　　所
　利用方法

平成 26 年
　5 月 10 日、5 月 24 日、6 月 14 日、6 月 28 日、7 月 12 日、7 月 26 日、8 月 9 日、8 月 23 日
　9 月 13 日、9 月 27 日、10 月 11 日、10 月 25 日、11 月 8 日、11 月 22 日、12 月 13 日、
　12 月 20 日
平成 27 年
　1 月 10 日、1 月 24 日、2 月 14 日、2 月 28 日、3 月 14 日、3 月 28 日
各回 10 時～ 12 時
姫路市北条 1 丁目４０８－６　兵庫県弁護士会姫路支部会館　相談室
・予約が必要ですので、相談日の前日までに☎０７９－２８６－８２２２へ御予約ください。
・お一人 40 分程度。
・相談枠が予約で埋まった場合は、予約できない場合がありますので、御了承ください。

　平成 26 年 7 月から自己負担割合や対象者などの見直しを実施します。

■老人医療費助成事業
　　国の医療制度の見直しにより、70 ～ 74 歳の自己負担割合が１割から２割に引き上げられることから、
　より若い 65 ～ 69 歳の方を対象とする本事業における自己負担割合等を改正します。

■母子家庭等医療費給付事業
　　子どもへの医療費助成の制度充実を踏まえ、母子（父子）世帯と他の世帯との均衡を図るため、対象を
　低所得世帯に重点化します。

■改正時期　平成 26 年７月１日
　※福祉医療制度を持続的で安定的な制度とするための見直しです。
　ご理解とご協力をお願いします。

●所得制限　児童扶養手当が全部支給（満額支給）される方が対象になります。
　※ただし、住民税非課税世帯で所得 80 万円以下の方は、一部支給基準内であれば対象となります。

区  分 外　来 入院等

一　般 1 医療機関等あたり 1 日 800 円を限度に月２回までの
負担 1 割負担、負担限度月額 3,200 円

低所得 変更なし（1 医療機関等あたり 1 日 400 円を限度に月
２回までの負担）

変更なし（1 割負担、負担限度月額
1,600 円）

一部負担金

老人医療費助成事業・母子家庭等医療費給付事業の制度改正ついて

問合せ　住民生活課　☎３４―０９６２

区  分 自己負担割合 負担限度月額
Ⅰ ２割 外　来　8,000 円　入院等 15,000 円
Ⅱ ２割 外　来 12,000 円　入院等 35,400 円

区  分 自己負担割合 負担限度月額
Ⅰ １割 外　来　8,000 円　入院等 15,000 円
Ⅱ ２割 外　来　8,000 円　入院等 24,600 円

誕生日が昭和 24 年 7 月 1 日以降の方

※誕生日が昭和24年６月30日以前の方は、 変更ありません。（経過措置により）
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神河町行政相談委員 が 交代されました

ま ち の

話
題

◇

◇

地域の話題、イベントがありましたら総務課（☎ 34 － 0001）まで
お知らせください。

◇ ◇
　朝から小雨が降る３月 30 日（日）中央公民館
グリンデルホールにおいて、神河町婦人会閉会式
が開催されました。
　大正時代に旧村の婦人会組織結成から始まり、
90 年余り続いた活動に幕を閉じました。
　婦人会の組織により培われた仲間づくり、女性
にしかできない暖かいおもてなしなど、閉会する
ことになごり惜しい思いがありましたが、女性の
社会進出など時代の流れにより閉会に至りました。
　閉会はいたしましたが、これからは女性の特性
を生かしながら、地域の中で神河町の町づくりに
貢献できるよう、新たな出発を誓う会となりまし
た。
　今日まで支えてくださった町婦人会の会員、諸
先輩方、婦人会関係団体に感謝申し上げます。

　平成 26 年３月 23 日に埼玉県で開催され
た「全日本選抜高校パワーリフティング選
手権大会」の女子 52 キロ級に神崎高校２
年生（現３年生）の堀田彩華さん（市川町）
が出場され、肩にバーベルを担いで立ち上
がるスクワットで 100 キロ、横になり胸の
前で持ち上げるベンチプレスで 57．5 キロ、
床に置いた状態から引き上げるデッドリフ
トで 132.5 キロの合計 290 キロを挙げ、見
事優勝されました。
　また、各部門とも日本高校記録を更新さ
れたことから、最優秀選手に贈られる文部
科学大臣賞も受賞されました。
　今後の更なる活躍を期待しています。

全日本パワーリフティング選手権出場◇ ◇

　神河町赤十字奉仕団から老人福祉（給食サービ
ス）や災害時の対応に役立ててほしいとガス炊飯
器や鍋、ホットプレートなど調理器具一式の寄贈
をいただきました。
　寄贈いただいた器具は、神河町農村婦人の家あ
じさい苑と大河内保健福祉センターへ納めさせて
いただきました。
　給食サービス等の調理や防災炊き出し訓練、そ
の他調理をされる活動でご活用ください。
　誠にありがとうございました。

神河町婦人会閉会式開催

神河町赤十字奉仕団が調理器具を贈呈◇ ◇
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　特産品の柚子は大自然の恵みを受け、肉厚で香
りが高く美味です。
　この度、熊本県の本格米焼酎源流の大石酒造場
の歴史ある技術と神河産柚子とのコラボレーショ
ンにより、風味豊かなゆず酒が誕生しました。
　ほのかな香りと甘さが心地よい余韻となって口
の中に広がる味わいが好評です。
　新たな神河の特産としてさらに量産をしていく
予定ですので、ぜひご賞味ください。

《ゆず酒誕生の秘話》
　神河町は、神河町観光顧問・総合プロデューサー
の広中一人氏、町イメージキャラクターの本堂亜
紀氏のコーディネイトにより、昨年２月、観光先進地であ
る熊本県を視察訪問。熊本県観光経済交流局長自らご案内
いただいた県内各施設において、熊本県の特産品である球
磨焼酎と出逢いました。神河町特産の柚子を使った新たな
製品化ができないだろうかと模索し、「観光とは総合事業
である。みんなと一緒にやっていくことである。」とおっ
しゃる広中氏、本堂氏の指導のもと、町、地元ゆず生産組合、
商品の受入先である㈱グリーンエコー、そして大石酒造が
思いを一つにし、出来上がったのが『兵庫・神河町のゆず酒』
です。

１　商品名　　「兵庫　神河のゆず酒」
２　原材料名　/ 本格焼酎・柚子・氷砂糖
　　　　　　　リキュールアルコール分 /12％
　　　　　　　500 ｍｌ
３　製造本数　200 本 ( 限定 )　次年度より量産予定
４　製 造 元　熊本県球磨郡水上村　合資会社大石酒造場
５　柚子提供　根宇野（みよの）ゆず生産組合
６　販 売 先　第三セクター　株式会社　グリーンエコー
　　　　　　　笠形
７　販売開始　平成２６年３月２３日から

『兵庫・神河町のゆず酒』完成！◇ ◇

「桜華園　さくらまつりが開催されました」◇ ◇
　4 月 12 日・13 日の 2 日間、かんざ
き桜の山　桜華園においてさくらまつ
りが開催されました。満開の桜の下、
12 日のステージでは神崎保育園児に
よる歌と音楽演奏、太鼓キッズ「鼓虎」
による太鼓演奏、13 日には根宇野の

「獅子舞」、オペラグループの歌など会
場は大いににぎわいました。天気も良
く両日あわせて約 1,300 人の来園者が
ありました。

〈３月 23 日　お披露目会〉



平成 26 年 5 月 1 日 22 

ケアステーションかんざき　だより
☎ 32－ 1910

　5 月 の 保 健 行 事

　ある園でお聞きした話です。その子どもは朝ご
はんも食べずに登園時間ぎりぎりに来られること
が多いそうです。そして、いつも不機嫌でイライ
ラしています。
　詳しくお話しを聞くと、帰りの遅いお父さんを
待っているため就寝時間がとても遅くなっている
ことがわかりました。遅く寝るため、朝すっきり
と目覚めることができないまま、お母さんに「早
く早く」とせかされて車で登園していたのです。
お友達との遊びも楽しくありません。園庭で元気
に走り回ることもしんどいようです。楽しいはず
の園がとても嫌な場所になってしまっているよう
でした。生まれて初めての集団生活のスタートに
つまずいてしまうと、その後の小学校・中学校と
新しい生活が始まる時にも影響するといわれてい
ます。
　お父さんお母さん方は自分の子はどんな子ども
になって欲しいと願っておられるのでしょうか。

実施日 行　事　名 対　象　者 受付時間 場所
９日

（金）
すくすく相談 

（乳幼児相談）
H24.2 月生まれ
H25.4 月・9 月
　生まれ及び希望者

13：30　 
 ～ 14：30

神
崎
支
庁
舎

27 日
（火）

もぐもぐ教室
（離乳食教室）

H26.1.26 ～
 　　  3.27 日生まれ

13：30　 
 ～ 13：40

28 日
（水）

1 歳６か月児
健 診 H24.9 ～ 11 月生まれ 13：00　 

 ～ 13：30

12 日
（月） 栄 養 相 談 一般住民 9：00　 

 ～ 11：30

13 日
（火）

健 康 福 祉 
なんでも相談 一般住民 9：00　 

 ～ 11：30

親の願いと子どもの睡眠

毎日の生活にプラス・マイナスで、今よりも健康ライフ♪

【毎日プラス 10 分】日常生活で生活改善
　いつまでも若々しくあるためには、日々の適度
な身体活動が大切です。
　ウォーキングや体操、庭いじりや掃除など日常
での体の動きを 1 日 10 分増やすだけでいきいき
とした健康生活に変わります。

【タバコの煙をマイナス】受動喫煙のない健康社会
　タバコを吸わないことは健康の大前提。
　日本人が命を落とす原因の第 1 位がタバコです。
　周囲がタバコを吸うことでも肺がんや心臓病にか
かりやすくなります。禁煙はもとより、受動喫煙の
ない社会の実現が健康生活の基本です。

勉強ができる子になってほしい。スポーツができ
る子になってほしい。友達をたくさん作って欲し
いなど。人それぞれに願っておられることがおあ
りでしょう。しかし、そのような願いを叶えるた
めに親がしてやれることは、幼い時から文字を教
えることや、多くの習い事をさせることでしょう
か。むしろ、朝から元気に活動できたり、お友達
と楽しい時間を過ごせたり、いろんなことに興味
や関心を持ったりできる土台を作ってやることで
はないかと思います。
　この土台を作るためには、幼児期から早寝早起
きの習慣をつけてあげることが必要不可欠です。
人間は朝起きて昼に活動し夜は寝る、昼行性の生
き物です。朝は早い時間に起こして朝日を浴びさ
せる・朝食をしっかり食べさせる・昼間はなるべ
く戸外で遊ばせ太陽の光を浴びさせる・寝る前は
テレビやパソコン、ゲーム、スマホなどは避け（脳
への刺激が強い）、少し薄暗く静かな環境でなる
べく 8 時までに寝かせる（遅くても 9 時までに）
などを試みてはどうでしょう。子どもの可能性を
広げるために、夜間の睡眠を確保してやることと
朝日をたっぷり浴びさせることが大人の大切な役
目ではないでしょうか。

献血のお知らせ
保
健
・
福
祉

献血へのご協力をお願いします。

と　き　５月 19 日（月）
ところ　役場神崎支庁舎
　　　　（10：00 ～ 11：30）
　　　　役場本庁舎
　　　　（13：30 ～ 16：00）

【４００ｍｌ献血対象年齢】
17 ～ 69 歳（男性）、18 ～ 69 歳（女性）
※ 65 歳以上の方は、60 ～ 64 歳の間に
献血経験がある場合に限ります。

◦日　時　５月 19 日（月）　　13：30 ～ 15：30（献血 /13：30 ～ 16：00）
◦場　所　神河町本庁舎１階ロビー
◦登録方法
　当日、ドナー登録についての説明に納得いただければ、登録用として、２ｍｌの採血をさせていただき
ます。
◦問い合わせ　中播磨健康福祉事務所（福崎保健所）　☎２２－１２３４

5 月 31日は
世界禁煙デーです

〈献血併行型ドナー登録会の開催について〉
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　昨年度に実施しました住民健診の結果が出ましたので、お知らせします。毎年健診を受けられている方は、
前年との比較をしっかりと行い、この１年で自分の体がどう変化したかをチェックし、今後の生活習慣等に
役立てましょう。
　もし、要医療と診断された方で、まだ医療機関に掛られていない方は、早めに医療機関で診てもらうよう
お願いします。
　また、４月に全世帯にお送りしました【平成 26 年度  住民健診のお知らせ】はご確認いただけましたでしょ
うか？まだ申込書をお持ちの方は健康福祉課（神崎支庁舎内）までご提出をお願いいたします。
　年に一度は健診を受けて、あなた自身やあなたにかかわる全ての人が、健康で笑顔あふれる毎日を送れる
ように、健康管理に努めましょう！（何か気になる症状がある場合は、健診を待たず医療機関での受診をお
願いします。）

検　診　種　別
受　診　者　数 要精検者数 要精検者出現率

Ｈ 24
（人）

Ｈ 25
（人）

増減
（人）

増減率
（％）

Ｈ 24
（人）

Ｈ 25
（人）

Ｈ 24
（％）

Ｈ 25
（％）

増減
（％）

町
ぐ
る
み
健
診

全受診者 2,039 2,018 － 21 － 1.0
特定（基本）健診 1,779 1,787 8 0.4 510 548 28.7 30.7 2.0
肺がん検診 1,547 1,497 － 50 － 3.2 37 43 2.4 2.9 0.5
胃がん検診 584 540 － 44 － 7.5 89 59 15.2 10.9 － 4.3
大腸がん検診 1,187 1,169 － 18 － 1.5 61 71 5.1 6.1 1.0
肝炎ウイルス検診 93 66 － 27 － 29 1 1 1.1 1.5 0.4
前立腺がん検診 258 236 － 22 － 8.5 13 13 5.0 5.5 0.5

婦
人
健
診

子宮頸がん検診 373 462 89 23.9 4 8 1.1 1.7 0.6
乳がん（視触診）検診 430 432 2 0.5 8 14 1.9 3.1 1.2
乳がん（ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ）検診 428 406 － 22 － 4.6 29 24 6.8 5.9 － 0.9
骨粗しょう症検診 282 304 22 7.8 54 61 19.1 20.1 1.0

平成 25 年度　住民健診（項目別）受診状況

元気で活力ある毎日 のために、年に一度はみんなで 健診 を！
～平成 25 年度  住民健診結果の概要～

※婦人健診の受診者数には個別検診の受診者数も含まれています。

特定基本健診（項目別）検査別異常率（要医療）

がん検診等

特定基本健診総合判定結果
（受診者数 1,787 人）

要継続医療　42.1％　753 人 要　治　療　30.7％　548 人

要　指　導　23.2％　414 人

異常認めず　  4.0％　  72 人

※婦人健診を除く

胸部検診 受診人数
2.9％

1,497 人
（43 人）

喀痰検査 受診人数
0.0％

15 人
（0 人）

胃部検診 受診人数
10.9％

540 人
（59 人）

大腸検診 受診人数
6.1％

1,169 人
（71 人）

肝炎ウイルス検診 受診人数
1.5％

66 人
（1 人）

前立腺検診 受診人数
5.5％

236 人
（13 人）

骨粗しょう症検診 受診人数
20.6％

63 人
（13 人）

腹部超音波検診 受診人数
0.0％

0 人
（0 人）

ＡＢＣ検診 受診人数
45.2％

124 人
（56 人）

血圧 受診人数
15.2％

1,787 人
（272 人）

脂質 受診人数
24.7％

1,787 人
（442 人）

心電図 受診人数
5.9％

509 人
（30 人）

眼底 受診人数
0.3％

348 人
（1 人）

糖尿病 受診人数
3.6％

1,787 人
（65 人）

血清尿酸
（痛風）

受診人数
2.5％

1,787 人
（44 人）

貧血 受診人数
10.3％

464 人
（48 人）

肝臓 受診人数
5.1％

1,787 人
（92 人）

腎臓 受診人数
4.3％

1,787 人
（76 人）

聴力 受診人数
0.0％

0 人
（0 人）

メタボリック
シンドローム 受診人数 1,407 人

基準該当 11.4％（160 人）
予備群該当 8.1％（114 人）
非該当 80.5％（1，133人）
判定不能 0.0％ （0 人）

保
健
・
福
祉

受診者数 1,787 人
やせ　162人　9.1％
肥満　380人 21.3％

Ｂ
Ｍ
Ｉ

腹囲  受診人数  1,407 人
316 人　22.5％
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公立神崎総合病院に聞いてみよう？

　　　　医療に関するあなたの疑問にお答えします

訪問看護について教えて下さい。

訪問看護は、看護師やリハビリスタッフを住み慣れたご自宅に派遣し、安心して家庭療養を送って頂
けるよう支援するサービスです。
　　具体的なサービス内容は医師の指示のもと、健康維持や治療のためのお手伝いをさせていただき
　ます。体の状態をチェックさせて頂き、必要な時に主治医に連絡し、すみやかに対応させて頂きま
　す。床ずれの予防、処置、医療機器の管理、取り扱いの指導も行います。また、医師の指示があれ
　ばご自宅で点滴、注射等も実施させて頂きます。体の状態に合わせて、入浴介助、体を拭くなど、
　清潔を保って頂けるよう援助させて頂きます。
　　また、リハビリスタッフが日常生活動作（食事・排泄・身支度・移動など）の維持、向上のお手
　伝いを行います。必要に応じた福祉用具（ベット、マット、車椅子等）のご相談もお受けします。
　　他にも、ご希望があれば、医師、社会福祉士、ケアマネジャー、リハビリスタッフなどと連携し、
　最期まで穏やかにご自宅で過ごしていただけるようお手伝いさせて頂きます。
　　24 時間緊急時の対応も可能です。介護不安、負担が少しでも軽減できるよう支援させて頂きます。

訪問看護サービスを利用したい時の手続きについて教えて下さい。

まずは、かかりつけ医や担当のケアマネジャー等にご相談下さい。

　　訪問看護は医療保険、介護保険でサービスが受けられます。医療保険をご利用の場合は、かかり
　つけの医師にご相談下さい。介護保険をご利用になる場合は、介護保険の「要介護認定」をうけ、
　要支援・要介護に認定された方が対象となります。ケアマネジャーの他にも町の健康福祉課や、民
　生委員さん、主治医、病院などでご相談頂けます。
　　訪問看護サービスについてご質問がありましたらお気軽にご連絡下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんざき訪問看護ステーション
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理者　大﨑明美

公立神崎総合病院のコーナー

Q

A

皆様からの質問を次の方法により受付けています。
１．公立神崎総合病院内投書箱（１階ロビーに設置）に投書
２．電子メールで送付（goiken1@kanzaki-hp.jp）
３．郵送（〒 679 － 2493　粟賀町 385 番地　公立神崎総合病院　総務課宛）

Q

A

・高野豆腐　　　　　　　　　　１枚
・にんじん 　　　　　　 ４cm（30g）
・たけのこ　　水煮１／３パック（60g）
・絹さや　　　　　　　　　　　２枚
・干ししいたけ　　　　　　　　１枚
　　　しいたけの戻し汁　　　　適宜
　　　だし汁（昆布・かつお）     120ml
         砂糖　　　　　　      小さじ１
　　　みりん                     小さじ１
　　　塩                     　　　　少々
　　　しょうゆ　　            小さじ１

Ａ｛
①高野豆腐は水で戻して水気を絞り、1cm 角に切る。
②絹さやは斜め半分に切ってゆでる。
③干ししいたけは水で戻して薄切りにする。
④鍋に調味料Ａを沸かし、高野豆腐、にんじん、たけのこ、
　しいたけを加えて 10 ～ 15 分煮る。
　水気をとばしながら、絹さやを加えてざっと混ぜ合わせる。

（いずみ会栄養講座より）

～イソフラボンの多い大豆製品も一緒に～

（副菜）高野豆腐のコロコロ煮（2 人分）

かみかわの食育
　新生活の疲れの出やすいこの時期は、地元産の野菜を使った
食物繊維の多い副菜をプラスして、小腸の免疫力を高め、元気
に乗り切りましょう。
食育標語　　地元産　おいしく食べてる　健康家族

（1 人分の栄養価）
エネルギー   　78kcal
たんぱく質　　6.5 ｇ
塩　分　　　  0.7 ｇ

保
健
・
福
祉
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５月２８日（水）は、神河町内で１５分以上の運動をしましょう！
　　合言葉は、「運動、スポーツをマンスリーからデイリーに！ 
　　　　　　　　　～毎日歩こう、楽しく歩こう、元気に歩こう～」

　毎年５月の最終水曜日に人口規模がほぼ同じ自治体・地域で午前０時から午後９時までの間に 15 分
以上継続して運動やスポーツを行った住民参加率を競い合う、住民参加型のスポーツイベントです。
　
　青森県藤崎町（ふじさきまち）は、今年でチャレンジデー７回目の実施となり、毎年、多くの方が
運動に参加されています。神河町も藤崎町に負けないよう、チャレンジデーの日に運動・スポーツに
参加していきましょう。
　
　このチャレンジデー 2014 は、昨年度の５月から始まりました健康づくりポイントカード事業の対象
イベントになっています。チャレンジデーに参加して健康ポイントを増やしましょう。そして自分自
身の健康をみつめ直し、運動・スポーツに取り組むきっかけづくりにしましょう。

　５月 28 日のメイン事業として、映画「ノルウェイの森」大河ドラマ「平清盛」「軍師官兵衛」のロ
ケ地となった砥峰高原から峰山高原へのウォーキングを開催します。また、昼間に体育館を開放し、チャ
レンジスポーツを実施し、午後６時から神崎体育センターでロープジャンプＸ大会を開催します。参
加応募よろしくお願いします。

　５月 28 日に CATV 放送でラジオ体操を放送します。それに合わせて、家の中などでラジオ体操
をして運動に参加ましょう。

チャレンジデーとは？

今年の対戦相手は、青森県藤崎町！

健康づくりポイントカード事業対象イベント

ウォーキングイベント、ロープジャンプＸ大会の開催！

ラジオ体操に参加しましょう！
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5月
ロビー展

中央公民館
パッチワーク作品展

河原なでしこ野の花活け花展
神崎公民館

第 14 回かみかわフォトコンテスト作品展

公 民 館 だ よ り 中央公民館　☎３４ー１４５０
神崎公民館　☎３２ー１６８１

高齢者大学　あやめ学級・あじさい学級　合同開講式・教養講座  会場：中央公民館グリンデルホール

月　　日 時　　間 内　　　　　　　容

5 月 15 日㈭
10：30 ～ 11：00 高齢者大学開講式

11：10 ～ 12：30 教養講座①「平成 26 年度の町政展望」　山名　宗悟 町長

趣味講座　あやめ学級 5 月 15 日㈭ 13：30 ～ 15：30（中公）　あじさい学級 5 月 22 日㈭ 13：00 ～ 15：00（神公）

公 民 館 教 室 　　会場：中央公民館

教　室　名 月　　　日 時　間
英会話教室（初級） 5 月 15 日㈭ ① 19：30 ～開級式

パソコン教室
（ワード・エクセル入門）

5 月 24 日㈯ ① 10：00 ～開級式

5 月 31 日㈯ ② 10：00 ～

パソコン教室
（初級・中級編）

5 月 22 日㈭ ① 19：00 ～開級式

5 月 29 日㈭ ② 19：00 ～

公 民 館 教 室 　　会場：神崎公民館

教　室　名 月　　　日 時　間

古文書教室
（初級）

5 月 16 日㈮ ① 9：30 ～開級式
5 月 30 日㈮ ② 9：30 ～

成人ゼミナール① 　会場：中央公民館

5 月 17 日㈯
13：30 ～
　15：00

（開講式）

「江戸時代の書物文化と神河町」
京都学園大学人間文化学部
　　　　准教授　鍛治宏介先生

　成人ゼミナール登録会員募集中　　第 3 土曜日（原則）13：30 ～ 15：00 まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中央公民館と神崎公民館で交互に開催	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講座：館外研修を含め 10 回

　公民館教室（成人向け）受講生募集中（受講料は無料　但し　教材費は各自負担）

教　室　名 場　所 月　　　　　日 時　間 指　導　者
英会話（初級）中央公民館 第１・第３木曜日（原則）　年間 16 回 19：30 ～ 21：00 マーシャル・レベッカ先生

門野智恵子　先生
パソコン教室
（入門編） 中央公民館

パソコン教室は、定員に達したため受付を締め切りました。
大源純子　先生

パソコン教室
（初級・中級編） 中央公民館 大源純子　先生

古文書（初級）神崎公民館 第１・第３金曜日（原則）　年間 16 回 9：30 ～ 11：30 生田良昭　先生

　公民館事業の紹介（写真は H25 年度分）

神河町日赤奉仕団より図書費の寄贈
　神河町日赤奉仕団より、公民館に図書費を寄贈
していただきました。その図書費で、「蒼い炎」
羽生結弦、「スコールの夜」芦崎笙、「鐘の渡り」
古井由吉、「冬眠する熊に添い寝してごらん」古
川日出男、「96 歳いまがいちばん幸せ」吉沢久子、

「道は開ける」Ｄ・カーネギー等、中央公民館 22
冊、神崎公民館 23 冊を購入させていただきまし
た。ありがとうございました。

５月の公民館休館日のお知らせ
連休中は祭日・月曜日も開館します。		
休館日：７日水曜日と				  
　　　　12 日・19 日・26 日の月曜日

古文書教室（初級） パソコン教室（初級）英会話教室（初級）

子ども茶道教室楽しいお菓子づくり教室
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　 新着図書のご案内
【中央公民館】
スペードの３　　　　　　　　　　朝井リョウ
ホップステップホーム！　　　　　玉岡かおる
腹心の友たちへ　　　　　　　　　村岡　花子
カレイドスコープの箱庭　　　　　海堂　　尊
記者たちは海に向かった　　　　　門田　隆将
まいない節　献残屋佐吉御用帖　　山本　一力
黎明の笛　　　　　　　　　　　　数多　久遠
逆流　越境捜査　　　　　　　　　笹本　稜平
暗い越流　　　　　　　　　　　　若竹　七海
フェイバリット・ワン　　　　　　林　真理子

他　10 冊
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文　芸　欄

　ミュージカル女優の
ファンクラブまとめ役と
いう地位にしがみついて
いる美知代。地味で冴え
ないむつ美。かつての栄
光は見る影もない女優の
つかさ。待ってたって、

「革命」なんて起きない
から。私の人生を動かし
てくれるのは、誰？

　神業と称えられる櫛職人の父。
家を守ることに心を砕く母。村
の外に幸せを求める妹。才を
持ちながら早世した弟。そして、
櫛に魅入られた長女・登瀬。幕
末、木曽山中。父の背を追い、
少女は職人を目指す。家族とは
なにか。女の幸せはどこにある
のか。一心に歩いた道の先に深
く静かな感動が広がる長編時代

小説。黒船来航、桜田門外の変、皇女和宮の降嫁…時
代の足音を遠くに聞きながら、それぞれの願いを胸に
生きた家族の喜びと苦難の歴史。

著　者　木内　昇
発行所　集英社スペードの３　 著　者　朝井　リョウ

発行所　講談社

おすすめ図書 （中央公民館） （神崎公民館）

【神崎公民館】
櫛挽道守　　　　　　　　　　　　木内　　昇
怒り　上・下　　　　　　　　　　吉田　修一
もう一度　　　　　　　　トム・マッカーシー
長女たち　　　　　　　　　　　　篠田　節子
花森安治伝 日本の暮しをかえた男　津野海太郎
アトミック・ボックス　　　　　　池澤　夏樹
彼が通る不思議なコースを私も　　白石　一文
岳飛伝　８　龍蟠の章　　　　　　北方　謙三

　　　　　　　　他　20 冊

　挽道守
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問い合わせ　おひさまルーム　☎ 34 － 0315　
利用時間：10 時～ 16 時（土・日・祝日は休み）

子育て学習センター

場　所 日（曜日） 持ち物

きらきら館 21 日（水）
お茶
汗拭きタオル
バスタオル（ねんね）

【グループ活動】　時間　10：00～ 11：30

あんよコース　10：00 ～ 10：55
ねんねコース　11：05 ～ 12：00

【すくすく赤ちゃん体操】

場　所 日（曜日） 持ち物

神崎体育

センター

A
9日（金）体育館シューズ

（親子）　
お茶
汗拭きタオル

23日（金）

Ｂ
16日（金）

30日（金）

【親子ハッピー体操】

2 歳児　10：00 ～ 10：55
3 歳児　11：05 ～ 12：00

おひさま

対　象 内　　　　　容 日（曜日） 場　所

0 歳児 お母さんと赤ちゃんの
リフレッシュタイム

14 日（水）

きらきら館
28 日（水）

１歳児
一緒にあそぼう 13 日（火）

砂場であそぼう 27 日（火）

２歳児
親子であそぼう 15 日（木）きらきら館

トンネルほって砂あそび 29 日（木）大河内保健福祉センター

3 歳児
みんなであそぼう 8 日（木）きらきら館

おにぎり持って散歩に行こう！ 22 日（木）大河内保健福祉センター

自由参加
おひさま広場 7 日（水）神崎支庁舎

おひさまタイム 6月13日（金）大河内保健福祉センター

～おひさま広場～

と　き　５月７日（水）　10：00 ～ 11：30
ところ　神崎支庁舎
対　象　子育て中の保護者と子ども。グループ活
　　　　動に入られていない方も参加できます。
　　　　（おじいさん・おばあさんもお孫さんと
　　　　一緒にどうぞ）
内　容　たくさんのおもちゃで自由に遊べます。
　　　　子育て相談も受け付けています。
参加費　無料　　　　持ち物　お茶

～おひさまタイム～

と　き　６月 13 日（金）　10：00 ～ 11：30
ところ　大河内保健福祉センター
対　象　子育て中の保護者と子ども。グループ活
　　　　動に入られていない方も参加できます。
　　　　（おじいちゃん・おばあちゃんもお孫さ
　　　　んと一緒にどうぞ）
内　容　わらべ歌・手あそび・絵本の読み聞かせ
　　　　など、親子あそびをします。
参加費　無料　　　　持ち物　お茶

※グループ活動は途中入会もできます。

神河町日赤奉仕団
より、製作物用資料本と

はさみ・ぬいぐるみ、図鑑・
ソフトぬいぐるみクタッコを

寄贈していただきました。
有難うございました。

きらき
ら館だより　
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子育て学習センター
サークル紹介（中央公民館）
おおかわち太鼓

たいこキッズ鼓虎（ことら）

問合せ　きらきら館☎ 32 － 2410

問
い
合
わ
せ　

教
育
課 

社
会
教
育
係　

☎
３
４

－

０
２
１
２

　ただいま「おおかわち太鼓」と「たいこキッズ鼓虎」で
は、一緒に活動してくれるメンバーを募集しています！
太鼓に興味のある方は、ぜひ一度見に来てください！！

★★和太鼓体験会開催のお知らせ！★★
　太鼓をたたいてみたい方のための体験会を開催しま
す！！まったくの初心者向けですので、どなたでも大丈夫！
ぜひ一度、太鼓をたたいてみてください！
　　日　時　５月２日（金）19 時 30 分～ 20 時 30 分　　
　　会　場　中央公民館グリンデルホール

◆たいこキッズ鼓虎
　平成 10 年、おおかわち太鼓のジュニア教室として設立。
　現在、神河町内の小学生８名で活動しています。
　練習日：毎月、第１・第３土曜日　14 時～ 16 時
　指導者・代表者：宮口謙司　　携帯 090 － 7103 － 0918
　対象者：小学生　１年生～６年生
※会場は、どちらもグリンデルホールですが、都合で日程
　等が変更になることがあります。事前にご確認願います。

◆おおかわち太鼓
　平成元年設立以来、町内外のイベント等で演奏活動をし
ています。
　練習日：毎週火曜日・金曜日　20 時 30 分～ 21 時 30 分
　指導者・代表者：浦上雅弘　　携帯 090 － 5962 － 2519

開 館 時 間　9：00 ～ 17：00
休 館 日　月曜日

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★
　
★
　
★
　
★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
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★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
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★
　

★
　

★

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　

★
　
★
　
★
　
★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★
　

★

きらき
ら館だより　

　

　　　　　　　　　
　　

問い合わせ　中央公民館　☎３４－１４５０

あおぞら図書館（巡回）

5月　8日（木）貝野～比延 方面
5月24日（土）越知谷 方面

おはなしなあに？
5月 17日（土）　10：00～

・季節の本の読み聞かせ

　きらきら館の本を持って、午前９時３０
分から１２時の間にみなさんの地域へ出か
けます。
　車で巡回していますので、お気軽に声を
かけてくだされば停車し、貸出します。
　様々な本を用意していますので、ぜひご
利用ください。

　

神
河
町
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
５
集
『
神
河
町
の
歴
史
文
化

遺
産
Ⅱ
』
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
書
は
、
平
成
22
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
神
河

町
歴
史
史
料
総
合
調
査
」
の
成

果
を
ま
と
め
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
町
内
に
残
る
古
文
書
の
概

要
や
民
俗
文
化
（
年
中
行
事
・

祭
礼
な
ど
）
に
つ
い
て
各
地
区

の
区
長
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

で
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　

時　

５
月
17
日
（
土
）
13
時
30
分
～

場　

所　

神
河
町　

中
央
公
民
館　

内　

容　
「
歴
史
史
料
総
合
調
査
」
で
実
施
し
た
「
前
嶋
家
所
蔵

　
　
　
　

文
書
」
の
典
籍
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
や
江
戸
時

　
　
　
　

代
の
書
物
文
化
に
つ
い
て
の
講
演
会

演　

題　
「
江
戸
時
代
の
書
物
文
化
と
神
河
町
」

講　

師　

京
都
学
園
大
学
人
間
文
化
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

准
教
授　

鍛
治
宏
介　

氏 

【
お
知
ら
せ
】

　

～
～
文
化
財
講
演
会
～
～

きらきらチャレンジデー
5月 28日（水）　10：00～

　子どもと一緒に、楽しく体を動かそう！！
みなさんで参加しませんか。

神
河
町
の
歴
史
文
化
遺
産　

86
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食
育
・
健
康
講
座

︵
い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
講
生
募
集
︶

　

健
康
づ
く
り
や
栄
養
に
関
す
る

基
礎
知
識
や
食
育
に
つ
い
て
、
一

緒
に
楽
し
く
学
び
、
仲
間
づ
く
り

の
輪
・
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ

ま
し
ょ
う
。

開
講
日　

6
月
～
12
月
（
原
則
、 

　

毎
月
第
１
・
3
木
曜
日
の
午
前
）

　

計
13
講
座

　

※
10
回
以
上
の
出
席
で
修
了
証

　

書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ　

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務

　

所
（
福
崎
保
健
所
）
他

内　

容　

食
生
活
や
健
康
づ
く
り

　

に
つ
い
て
の
講
義
や
調
理
実
習
等

費　

用　

３
，５
０
０
円
（
テ
キ

　

ス
ト
代
、調
理
実
習
材
料
代
等
）

申
込
み　

電
話
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ

　

ク
ス
で
左
記
ま
で

締
切
り　

５
月
30
日
（
金
）
ま
で

問
合
せ　

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務

　

所
（
福
崎
保
健
所
）
地
域
保
健

　

課　

栄
養
士
ま
で

　
　

☎
２
２
―
１
２
３
４

　
　

fax
２
２
―
６
６
８
０

か
み
か
わ
夏
ま
つ
り

　
　
　
　
　

Ｐ
Ｒ
用
ポ
ス
タ
ー

　

第
９
回
か
み
か
わ
夏
ま
つ
り
を
、

８
月
２
日
（
土
）
に
神
崎
小
学
校

で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

夏
ま
つ
り
企
画
実
行
委
員
会
で

は
、
こ
の
夏
ま
つ
り
の
ポ
ス
タ
ー

原
画
や
、
灯
篭
に
貼
り
付
け
る
絵

画
お
よ
び
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
中

で
、最
も
優
れ
た
作
品
は
ポ
ス
タ
ー

原
画
と
し
て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
原
画
採
用
者
に
は
記
念
品
を

贈
呈
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
応
募
い
た
だ
い
た
全

て
の
作
品
を
、
灯
篭
と
し
て
夏
ま

つ
り
当
日
会
場
に
展
示
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

多
く
の
み
な
さ
ま
の
ご
応
募
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

紙　

質　

広
紙
レ
ー
ヨ
ン

　
（
灯
篭
に
張
り
展
示
す
る
た
め
）

大
き
さ　

Ｂ
３
サ
イ
ズ　

縦
書
き

※
用
紙
は
、
夏
ま
つ
り
企
画
実
行

　

委
員
会
が
用
意
し
ま
す
。

締
切
り　

５
月
23
日
（
金
）

問
合
せ　

地
域
振
興
課　

商
工
観

　

光
係　
　

☎
３
４
―
０
９
７
１

さ
と
の
空
き
家
活
用
支
援
事
業

︵
兵
庫
県
︶︵
空
き
家
水
回
り
改
修

助
成
︶
希
望
者

　

兵
庫
県
で
は
、
昨
年
か
ら
多
自

然
居
住
地
域
へ
の
移
住
を
支
援
す

る
た
め
、
多
自
然
地
域
内
の
木
造

一
戸
建
て
住
宅
の
空
き
家
に
居
住

し
よ
う
と
す
る
方
に
対
し
て
、
現

在
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
な
い

水
回
り
設
備
等
の
改
修
工
事
費
の

一
部
（
改
修
費
の
３
分
の
１
、
上

限
１
０
０
万
円
）
を
助
成
す
る
制

度
「
さ
と
の
空
き
家
活
用
支
援
事

業
」
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
こ
の
度
、
下
記
の
と
お
り
今

年
度
こ
の
制
度
を
活
用
し
よ
う
と

す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
地
域　

神
河
町
全
域

対
象
住
宅　

以
下
の
①
②
③
の
全

　

て
に
該
当
す
る
住
宅

①
木
造
在
来
工
法
に
よ
り
建
築
さ

　

れ
た
一
戸
建
て
の
住
宅

②
水
回
り
設
備
等
の
改
修
工
事
が

　

必
要
と
認
め
ら
れ
る
住
宅
（
土

　

間
・
か
ま
ど
等
の
改
修
、
浴
槽

　

の
改
修
、
く
み
取
り
便
所
を
水

　

洗
便
所
と
す
る
改
修
等
）

③
10
年
以
上
居
住
す
る
こ
と
が
明

　

ら
か
な
住
宅

対
象
者　

空
き
家
に
居
住
し
よ
う

　

と
す
る
者
、
又
は
空
き
家
を
賃

　

貸
住
宅
と
し
て
活
用
し
よ
う
と

　

す
る
者

対
象
経
費　

台
所
、
浴
室
、
便
所

　
（
い
ず
れ
で
も
可
）
の
改
修
工

　

事
費
及
び
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る

　

内
外
装
改
修
工
事
費

募
集
期
間　

５
月
１
日
～
６
月
30

　

日
問
合
せ　

地
域
振
興
課　

地
域
振

興
係

　
　

☎
３
４
―
０
１
８
５

fax
３
４
―
０
６
９
１

ま
た
は
県
住
宅
政
策
課

☎
０
７
８
―
３
６
２
―
３
５
８
３

fax
０
７
８
―
３
６
２
―
９
４
５
８

　

詳
細
は
「
さ
と
の
空
き
家
活
用

支
援
事
業
」
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

検
索

救
急
車
適
正
利
用
啓
発
ポ
ス
タ
ー

応
募
期
日　

６
月
22
日
（
日
）

提
出
先　

最
寄
り
の
消
防
署
、
消

　

防
分
署
及
び
消
防
出
張
所

応
募
資
格　

姫
路
市
内
の
小
学
生

　

・
神
崎
郡
内
の
小
学
生

内　

容　

救
急
車
の
適
正
利
用
に

　

関
す
る
も
の
で
、
絵
画
の
中
に
、

　

自
由
に
文
字
を
入
れ
て
く
だ
さ

　

い
。

【
ロ
ゴ
例
】

・
救
急
車
は
限
ら
れ
た
資
源

・
救
命
の
た
め
に
走
る
救
急
車

・
救
急
車
で
な
い
と
ダ
メ
で
す

か
？

・
そ
の
救
急
は
、
緊
急
で
す
か
？

画
用
紙
等

　

ア　

四
つ
切
り
大
、
縦
書
き
の

　
　
　

み

　

イ　

裏
面
に
学
校
名
、
学
年
及

　
　
　

び
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ

　
　
　

さ
い
。

問
合
せ　

姫
路
市
消
防
局
消
防
課

救
急
担
当

☎
０
７
９
―
２
２
３
―
９
５
５
５

く ら し
の

情 報

く ら し
の

情 報

本　庁
総務課　　　　　34 － 0001
議会事務局　　　34 － 0213
地域振興課
　地域振興係　　34 － 0185
　商工観光係　　34 － 0971
　農林業係　　　34 － 0960
教育課　　　　　34 － 0212
住民生活課　　　34 － 0962
税務課　　　　　34 － 0961
建設課　　　　　34 － 0964
上下水道課　　　34 － 0966
会計課　　　　　34 － 0968
神崎支庁舎
　地域局　　　　32 － 1222
　健康福祉課　　32 － 2421
ケーブルテレビ局舎
　情報センター　32 － 2752
大河内保健福祉センター
　地籍課　　　　34 － 0965
公民館
　中央公民館　　34 － 1450
　神崎公民館　　32 － 1681
センター長谷　　35 － 0001

　男　　5,781 人　 （－ 12）
　女　　6,449 人　 （－ 33）
　計　 12,230 人　 （－ 45）
世帯数　4,118 世帯（－  1）

人 の 動 き

※ 2014 年 3 月 31 日現在外国人も含む
　（　）は前月比
　転入　41 人
　出生　  5 人

転出　75 人
死亡　16 人

※ 2014 年 3 月中の異動

　

募　

集　
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任
意
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の
助

成
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
か
ら
全
国
的
な
風

し
ん
の
流
行
に
と
も
な
い
風
し
ん

予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
助
成
期
間

を
1
年
間
延
長
し
、
平
成
27
年
3

月
31
日
ま
で
に
受
け
た
風
し
ん

（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
含
む
）
予

防
接
種
が
助
成
と
な
り
ま
す
。

対
象
者　

予
防
接
種
当
日
に
神
河

　

町
に
住
所
を
有
す
る
、
昭
和
39

　

年
4
月
2
日
か
ら
平
成
6
年
4

　

月
1
日
生
ま
れ
の
方
、
又
は
妊

　

婦
の
同
居
家
族
。

※
た
だ
し
、
過
去
に
風
し
ん
に
か

　

か
っ
た
方
、
風
し
ん
（
麻
し
ん

　

風
し
ん
混
合
含
む
）
予
防
接
種

　

を
2
回
接
種
し
た
方
、
ま
た
は

　

現
在
妊
娠
し
て
い
る
方
は
対
象

　

外
と
な
り
ま
す
。

助
成
額　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ

　

ク
チ
ン
７
，
５
０
０
円

　

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
５
，
０
０
０
円

※
1
人
に
つ
き
1
回
限
り
で
す
。

助
成
方
法　

対
象
者
で
任
意
風
し

　

ん
予
防
接
種
費
用
助
成
を
希
望

　

さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
を
ご
持
参

　

の
上
、
健
康
福
祉
課
（
神
崎
支

　

庁
舎
内
）
ま
で
申
請
し
て
く
だ

　

さ
い
。

※
申
請
後
、
予
診
票
等
を
お
渡
し

　

し
ま
す
。

注
意
事
項　

助
成
対
象
の
風
し
ん

　

予
防
接
種
は
、
任
意
の
予
防
接

　

種
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
予

　

防
接
種
の
有
効
性
や
副
反
応
等

　

を
十
分
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

　

か
か
り
つ
け
医
と
ご
相
談
の
う

　

え
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課

　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

第
４
回
病
院
祭

﹁
す
ず
ら
ん
ま
つ
り
﹂
開
催

　

今
回
で
４
回
目
を
迎
え
た
公
立

神
崎
総
合
病
院
祭
「
す
ず
ら
ん
ま

つ
り
」
、
今
年
も
皆
様
に
参
加
し

て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン

ト
を
い
ろ
い
ろ
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

例
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
手
術
室
見
学
、
外
科
縫
合
体
験

の
ほ
か
腹
腔
鏡
操
作
体
験
や
採
血

実
施
体
験
な
ど
日
頃
体
験
で
き
な

い
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
や
子
ど
も
向

け
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
食
べ
物

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
充
実
さ
せ
て
皆

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と　

き　

５
月
25
日
（
日
）

と
こ
ろ　

公
立
神
崎
総
合
病
院

※
詳
し
い
時
間
や
イ
ベ
ン
ト
内
容

は
、
後
日
新
聞
折
込
さ
れ
る
チ
ラ

シ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

病
院
総
務
課

☎
３
２
―
２
４
８
８

中
播
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

◎
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
及
び
作
品
展

　

中
播
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
の
生
徒
の
み

な
さ
ん
が
作
っ
た
、
洋
服
及
び

バ
ッ
グ
小
物
等
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
及
び
作
品
展
を
下
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

5
月
30
日
（
土
）

　

展
示　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

　

午
後　

１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

市
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◎
環
境
測
定
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

ご
み
燃
料
化
施
設
（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
施

設
）
の
排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
等
の
測
定
値
は
、
下
記
の
と

お
り
で
基
準
値
以
下
で
し
た
。（
環

境
監
視
委
員
会
で
報
告
済
）

◎
分
別
の
お
願
い

　

中
播
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
は
、
燃
え
る
ご
み
を
固
形
燃
料

に
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い

ま
す
。
各
家
庭
に
配
布
し
て
い
ま

す
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
下
の

欄
に
「
ご
み
の
出
し
方
」
と
し

て
、
主
な
絵
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
参
考
し
て
い
た
だ
き
分
別
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
資
源
と

し
て
収
集
し
て
い
る
も
の
の
中
に

汚
れ
が
ひ
ど
く
て
リ
サ
イ
ク
ル
が

で
き
な
い
も
の
や
燃
え
る
ご
み
の

中
に
異
物
（
鉄
製
品
）
が
混
入
し

て
機
械
の
破
損
の
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
水
で
洗
っ
て
も
汚
れ
て
い
る
燃

え
る
材
質
の
資
源
ご
み
に
つ
い
て

は
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
塩
ビ
製
品
は

汚
れ
を
落
と
し
赤
い
袋
に
入
れ
て

塩
ビ
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

中
播
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

☎
３
２
―
２
８
８
８

　

お
知
ら
せ

また、25年度の騒音、振動、悪臭、周辺大気、水質の測定結果につ
きましても基準値以下でした。

項　　目 単　位 測　定　値 基準値等 評価H25.1.19測定 H26.1.16測定
ばいじん濃度 g/㎥N 0.004 0.002 0.15 ○
硫黄酸化物濃度 PPM 〈1 〈1 1,300 ○
窒素酸化物濃度 PPM 19 43 230 ○
塩化水素濃度 Mg/㎥N 0.7 1.4 700 ○
ダイオキシン類 Ng-TEQ/㎥N 0.0009 0.000021 0.1 ○

【RDF施設排ガスの測定値】

★
ま
ち
の
笑
顔
★

《
ひ
と
こ
と
》

『
い
つ
も
元
気
な
れ
い
じ

　

保
育
所
で
も
楽
し
く
遊
ぼ
う
ね
。』

小
島　

怜れ
い

士じ

く
ん
（
３
歳
）

（
高
朝
田
）



平成 26 年 5 月 1 日 32 

SUN（日） MON（月） TUE（火） WED（水） THU（木） FRI（金） SAT（土）

1 2 3憲法記念日

4みどりの日 5こどもの日 6振替休日 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31　

神河町役場　所在地：〒 679 － 3116 兵庫県神崎郡神河町寺前 64

TEL：0790 － 34－0001　FAX：0790－34－0691（代表）　代表メールアドレス　info@town.kamikawa.hyogo.jp

◦町人協総会
　14：00 ～ 保セ

5 月くらしのカレンダー

◦食育の日

◦献血
　10：00 ～ 神支

　13：30 ～ 本

◦栄養相談
9：00 ～ 11：30

神支

◦人権をたしか
　める日

◦第 9 回神河町
　消防操法訓練
　大会
　8：00 ～神崎小

◦もぐもぐ教室
　13：30 ～ 神支

◦第４回病院祭
「すずらんまつ
り」

11：00 ～ 14：30
　　　　 総病

◦あじさい・あ
　やめ学級合同
　開講式
　教養講座
　10：30 ～ 中公

◦英会話教室
　（初級）開級式
　19：30 ～ 中公

◦あじさい学級
　趣味講座の み
　開催
　13：00 ～ 神公

◦パソコン教室
（初・中級）開級式
　19：00 ～ 中公

◦ 1 歳 6 か月児健診
　13：00 ～ 神支

◦チャレンジデー
　（町内）

◦古文書教室
　（初級）
　9：30～神公

◦古文書教室
　（初級）開級式

9：30～神公

◦パソコン教室  
　（初・中級）
　19：00 ～ 中公

◦パソコン教室
（入門編）開級式
　10：00 ～ 中公

◦歴史講演会  
（成人ゼミ共催）
　13：30 ～ 中公

◦成人ゼミナール
　開講式
　13：30 ～ 中公

◦健康福祉
　なんでも相談

9：00 ～ 11：30
神支

◦すくすく相談
　13：30 ～ 神支

◦心配ごと相談
13：00 ～ 16：00
　　　　 保セ
（但し、要予約
☎ 32－2303）

　　　役場本庁舎
　　　神崎支庁舎
　　　中央公民館
　　　神崎公民館
　　　大河内保健福祉センター
　　　地域交流センター
　　　グリンデルホール

　　　きらきら館
　　　はにおか運動公園
　　　温水プール
　　　カーミンの観光案内所
　　　町民グラウンド
　　　神崎総合病院

神支

神公

総病

中公
カ

保セ 町グ

プ
は
き

グ

本

地交

◦パソコン教室
　（入門編）
　10：00 ～ 中公

神河中学校修学旅行（５月12日～14日）


